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最高の輝き！最高の輝き！
最後の運動会最後の運動会

９月13日（土）校区再編に伴う統廃合のため来年3月末で138年の
歴史に幕を閉じる丸柱小学校で、最後の運動会が開催されました。
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決算は議長、監査委員を除く全議員で構成する決算常任委員会に付託され、９月１２日、１６日の２日間にわ
たって審査し、２５日の本会議で認定しました。平成25年度決算

主な歳出（使いみち）

主な歳入（財源）

万円未満四捨五入（　）内は対前年度比

（　）内は対前年度比

（万円未満は四捨五入）

●市税
市民税や固定資産税等の税金

148億846万円
（＋5億3017万円）

●地方交付税
行政運営に国から交付されるお金

111億8159万円
（＋2億2829万円）

●国・県支出金
国県が負担するお金

81億9236万円
(＋13億1480万円)

●市債（市の借金）
主に建設事業に充てるために借り入
れる借金

53億950万円
（＋6億6880万円）

●分担金及び負担金と使用料及び手数料
事業に対する地元負担金や施設の使
用料など

13億6286万円
（＋3698万円）

●繰入金
基金（市の貯金）の取り崩しや他会計
から繰り入れるお金

7億8428万円
（－6億9240万円）

気になる私たちの税金のゆくえ

9　月
定例会

合計
462億
4242万円

合計
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8873万円
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■ 基金（預金）
一般会計　残高　136億6923万円

特別会計　残高　 32億4426万円 

財 産 区　残高　 2億3365万円

合　　計　残高　171億4714万円

（+10億5984万円）

■ 市債（借金）
一般会計　残高　569億4990万円

特別会計　残高　180億7137万円

企業会計　残高　202億6549万円

合　　計　残高　952億8676万円

（－11億3959万円）

おおむね適正な執行状況であると認められる。
一般会計をはじめ大多数の特別会計はいずれも黒字
決算であり、地方公共団体財政健全化法に基づく財政
健全化判断比率は一般会計、特別会計、公営企業会計
等について国の定める基準をクリアしており、堅実な
財政運営に努めていると認められるが、中長期的視野

に立った効率的・効果的行財政運営とあらゆる分野に
おいて歳出の削減・抑制を着実に実施していくよう望
む。
なお、市民サービスの重要な財源のうち、市税や諸
料金は多額の滞納となっている。公平公正の観点から
法令等に基づき厳正な管理、執行を求める。

（監査委員　南出 行信・近森 正利）

●民生費
老人福祉、障害者福祉、保育所
運営経費、医療費助成、生活保
護費など
●児童手当費 １４億７２７６万円
●しろなみ保育所施設整備事業
 ５１８０万円
●地域福祉体制づくり事業
 ８９５万円

134億5259万円
（＋3億4264万円）

●衛生費
環境対策や清掃事業、健康推進
などの経費
●ごみ固形燃料（RDF）化及び
施設維持管理経費
 ９億７５９５万円
●病院事業会計繰出金
 ９億４６８５万円
●し尿処理浄化センター整備工
事費 １億２４１６万円

46億9441万円
（－1億9360円）

●総務費
企画調整、財政財務および全般
的な管理事務等に必要な経費
●旧上野商業高等学校用地等取
得費 ４億２８５万円
●地区市民センター維持管理経
費 ３億５２８８万円
●地域ステップアップ事業交付金
 １７７５万円

74億8904万円
（＋1億8723万円）

●消防費
消防に関する経費
●消防団本部管理経費
 １億4346万円
●消防ポンプ自動車購入費
　（２台） 6190万円
●耐震性防火水槽新設工事
　（１１基） ５５５８万円

15億7991万円
（＋685万円）

●教育費
小中学校、幼稚園の管理運営、
文化財の保全、スポーツ振興
経費
●河合小学校建設事業（継続事業）
 ２億６０１９万円
●上野西小学校校舎増築事業（継続
事業） １億７７９０万円
●中瀬小学校校舎耐震補強改修事
業（継続事業） １億３５６７万円

34億9267万円
（＋6億1026万円）

●農林業費
農業に関する経費
●ため池点検・ハザードマップ作
成委託料 １億１０３３万円
●鳥獣害対策協議会事業負担金
 2525万円
●東京食材フェアー開催委託料
等 538万円

16億5899万円
(＋8543万円）

●商工費
商工業・観光等の振興経費

●だんじり会館設備更新工事費
 ８６７８万円
●着地型観光推進事業
　　（いがぶら） ３８６万円
●観光ＰＲ経費 １１７万円

5億6773万円
（＋１億4644万円）

●議会費
市議会の運営経費

●議員報酬・手当等
 ２億２２９１万円
●政務活動費 ４２７万円
●市議会だより印刷製本費
 １８３万円

2億9717万円
（－3533万円）

●労働費
労働に関する経費

●緊急雇用創出事業（２４事業８８
人分） ８２５２万円

●住宅支援給付事業（離職者対
象） ４４９万円

1億5628万円
（－6985万円）

●災害復旧費
台風などの災害により、破損
した道路等を復旧する経費

●公共土木施設災害復旧事業
 ５億２９１３万円
●農林施設災害復旧事業
 ３億９３３０万円
●河川等災害関連事業 ７７１万円

9億5377万円
(＋1億9075円）

●土木費
道路、公園、市営住宅などの維
持管理や建設費、都市計画事業
費
●しらさぎ運動公園整備事業
（継続事業） ５億７４３０万円
●小田排水機場ポンプ整備工事
 １８９０万円
●野間川仮締切工事（霞堤）
 ８０９万円

36億1282万円
（＋4億2910万円）

●公債費（借入金の返済）
市が建設事業等のために借り
入れた市債の償還に必要な経
費
●市債元金償還金
 ５９億６０５８万円
●市債利子
 ７億７２７７万円

67億3335万円
（＋2億7234万円）

市税、使用料、手数料、財産
収入など市が自主的に調達
しうる財源です。

国や県の基準に基づき交付
されたり、割り当てられたり
する収入です。

その支出が義務付けられて
いて、任意に削減することが
難しい経費のことです。

道路、橋梁、学校、公園等
各種社会資本整備に要する
もので、支出の効果が長期
にわたる経費です。

用 語 解 説

● 自主財源

● 依存財源

● 義務的経費

● 投資的経費

一般会計歳入決算の内訳 一般会計歳出決算の内訳

市税
148億
846万円

その他
31億
9482万円

国からの交付金
（地方交付税等）
133億7442万円

国・県支出金
81億

9236万円

市債
53億

950万円

負担金・
使用料
など
13億6286万円

市税
148億
846万円

人件費
86億
2759万円

扶助費
（老人保護や
児童手当など）
72億1623万円

公債費
（借金の返済）
67億3335万円

普通建設
事業費

48億208万円

物件費
（委託料や

消耗品費など）
63億8492万円

補助費等
（各団体への
負担金など）

42億2787万円

災害復旧費
9億5377万円

維持補修費
4億8040万円

その他
19億7666万円

繰出金
32億8,586万円

人件費
86億
2759万円

扶助費
（老人保護や
児童手当など）
72億1623万円

公債費
（借金の返済）
67億3335万円

普通建設
事業費

48億208万円

物件費
（委託料や

消耗品費など）
63億8492万円

補助費等
（各団体への
負担金など）

42億2787万円

災害復旧費
9億5377万円

維持補修費
4億8040万円

その他
19億7666万円

繰出金
32億8586万円

その他
31億
9482万円

国からの交付金
（地方交付税等）
133億7442万円

国・県支出金
81億

9236万円

市債
53億

950万円

負担金・
使用料
など
13億6286万円

翌年度繰越財源　4億7063万円実質収支　10億8307万円

監 査 委 員 の 審 査 意 見 要 旨
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 ７億７２７７万円

67億3335万円
（＋2億7234万円）

市税、使用料、手数料、財産
収入など市が自主的に調達
しうる財源です。

国や県の基準に基づき交付
されたり、割り当てられたり
する収入です。

その支出が義務付けられて
いて、任意に削減することが
難しい経費のことです。

道路、橋梁、学校、公園等
各種社会資本整備に要する
もので、支出の効果が長期
にわたる経費です。

用 語 解 説

● 自主財源

● 依存財源

● 義務的経費

● 投資的経費

一般会計歳入決算の内訳 一般会計歳出決算の内訳

市税
148億
846万円

その他
31億
9482万円

国からの交付金
（地方交付税等）
133億7442万円

国・県支出金
81億

9236万円

市債
53億

950万円

負担金・
使用料
など
13億6286万円

市税
148億
846万円

人件費
86億
2759万円

扶助費
（老人保護や
児童手当など）
72億1623万円

公債費
（借金の返済）
67億3335万円

普通建設
事業費

48億208万円

物件費
（委託料や

消耗品費など）
63億8492万円

補助費等
（各団体への
負担金など）

42億2787万円

災害復旧費
9億5377万円

維持補修費
4億8040万円

その他
19億7666万円

繰出金
32億8,586万円

人件費
86億
2759万円

扶助費
（老人保護や
児童手当など）
72億1623万円

公債費
（借金の返済）
67億3335万円

普通建設
事業費

48億208万円

物件費
（委託料や

消耗品費など）
63億8492万円

補助費等
（各団体への
負担金など）

42億2787万円

災害復旧費
9億5377万円

維持補修費
4億8040万円

その他
19億7666万円

繰出金
32億8586万円

その他
31億
9482万円

国からの交付金
（地方交付税等）
133億7442万円

国・県支出金
81億

9236万円

市債
53億

950万円

負担金・
使用料
など
13億6286万円

翌年度繰越財源　4億7063万円実質収支　10億8307万円

監 査 委 員 の 審 査 意 見 要 旨
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賛　成　16人 反　対　8人

一
般
会
計

・
川
上
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
水
需
要
の
見
直
し
は
行
わ
れ

た
が
、
利
水
に
つ
い
て
様
々
な
提
案
が
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
再
度
検
討
す
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
た
。
庁

舎
整
備
に
つ
い
て
も
、検
討
委
員
会
は
設
置
さ
れ
た
が
、

十
分
な
住
民
合
意
が
で
き
て
い
な
い
中
で
市
の
方
針
が

決
定
さ
れ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
は
地
方
に
及
ん

で
お
ら
ず
、
市
民
福
祉
の
向
上
、
生
活
を
守
る
施
策
、

貧
困
対
策
と
い
っ
た
観
点
か
ら
十
分
な
も
の
と
い
え
な

い
。
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
政
運
営
を
求
め
る
。

　
　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
認
定

賛
成
20
人
　
反
対
１
人

・
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
の
清
掃
業
務
は
無
駄
の
な
い
効
率
的

な
業
務
委
託
を
求
め
る
。
人
件
費
が
大
半
を
占
め
る
業

務
委
託
に
つ
い
て
は
最
低
制
限
価
格
を
設
定
し
適
正
な

労
働
条
件
と
品
質
の
確
保
を
求
め
る
。
さ
ら
に
伊
賀
市

で
働
く
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
を
行
う
べ
き
。

（
稲
森
）

・
財
政
の
悪
化
は
目
に
見
え
て
い
る
。
今
後
も
堅
実
で
無

駄
の
な
い
財
政
運
営
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め

る
こ
と
を
要
望
す
る
。（
市
川
）

・
川
上
ダ
ム
建
設
や
四
十
九
町
で
の
庁
舎
整
備
は
、
経
済

情
勢
か
ら
み
て
、
市
民
負
担
が
ど
う
な
る
か
先
行
き
不

透
明
。
年
金
が
減
り
所
得
は
増
え
ず
、
物
価
が
上
が
る

市
民
の
生
活
を
守
る
施
策
は
不
十
分
。
国
の
悪
政
か
ら

暮
ら
し
を
守
る
市
政
運
営
を
求
め
る
。(

百
上
）

　
　
↓
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
認
定

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
前
年
度
に
比
べ
収
入
は
３
・
７
％
の
増
。

支
出
は
４
・
０
％
の
増
）

・
高
い
介
護
保
険
料
が
重
い
負
担
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
施
設
や
住
宅
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
介
護
施
策
を
求
め
る
。（
百
上
）

賛
成
多
数
で
認
定

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
前
年
度
に
比
べ
収
入
は
０
・
１
％
の
増
。

支
出
は
０
・
５
％
の
増
）

・
高
い
医
療
保
険
料
が
重
い
負
担
。（
百
上
）

賛
成
多
数
で
認
定

病
院
事
業
会
計

（
前
年
度
に
比
べ
病
院
事
業
収
益
は
１
・
２
％
の
増
。

病
院
事
業
費
用
は
３
・
２
％
の
増
）

・
医
師
確
保
対
策
補
助
金
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税
措
置

の
対
象
に
な
る
よ
う
な
補
助
金
に
し
て
ほ
し
い
。（
中

谷
） 

賛
成
多
数
で
認
定

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　

補
正
す
る
額
（
11
億
２
１
６
３
万
円
）
の
主
な
も
の

伊
賀
鉄
道
新
駅
調
査
費 

８
９
０
万
円

川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
繰
出
金 

２
８
８
９
万
円

河
合
小
学
校
建
設
事
業
費 

４
３
７
２
万
円

　
　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
20
人
　
反
対
２
人

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
８
６
６
６
万
円
増
額　

水
道
事

業
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
債
務
負
担
行
為
を
設
定
〈
限
度

額
２
８
６
５
万
円
〉　

川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
55
年
度
ま
で
債
務
負
担
行
為
を

設
定
〈
限
度
額
72
億
４
８
５
９
万
円
〉）

・
上
野
丸
之
内
は
伊
賀
市
の
顔
で
あ
る
。
こ
の

地
を
浮
上
さ
せ
る
に
は
観
光
や
文
化
で
集
客
力
の

あ
る
拠
点
と
な
る
施
設
に
整
備
す
べ
き
。
ま
た
、

６
つ
の
市
町
村
合
併
に
ふ
さ
わ
し
い
庁
舎
整
備
に

向
け
議
論
し
て
知
恵
を
出
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

（
稲
森
）

・
庁
舎
整
備
・
移
転
は
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
重
要

な
問
題
。
他
の
自
治
体
に
ど
ん
な
ア
ピ
ー
ル
が
で

き
、
特
色
が
出
せ
る
の
か
を
考
え
る
と
観
光
に
一

定
の
投
資
が
必
要
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
行
政
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。（
市
川
）

・
こ
れ
以
上
の
遅
延
は
市
民
に
も
不
利
益
に
な
る
。

市
役
所
が
上
野
丸
之
内
に
あ
っ
て
も
、
賑
わ
い
は

失
わ
れ
て
い
る
。
名
張
と
の
合
併
や
、
災
害
の
際
、

伊
賀
市
が
三
重
の
防
災
の
拠
点
と
な
り
県
と
連
携

を
と
る
な
ら
四
十
九
町
の
ほ
う
が
最
適
。
住
み
よ

い
強
い
伊
賀
市
を
残
す
こ
と
が
、
今
を
生
き
る

わ
れ
わ
れ
の
使
命
。（
森
川
）

・
伊
賀
市
は
、
文
化
遺
産
を
活
か
し
て
観
光
立
市
を

目
指
し
て
い
る
。
観
光
集
客
の
拠
点
を
ど
こ
に
お

く
の
か
考
え
る
と
上
野
丸
之
内
１
１
６
と
い
う
結

論
に
な
る
。
自
主
財
源
確
保
と
い
う
課
題
に
取
り

組
み
、
将
来
の
伊
賀
市
を
ど
う
作
り
上
げ
る
べ
き

か
と
い
う
視
点
を
大
事
に
す
る
。（
安
本
）

・
中
心
市
街
地
が
、
今
ま
で
庁
舎
が
あ
っ
て
ど
れ
だ

け
活
性
化
さ
れ
て
き
た
か
、
ま
た
、
こ
の
地
を
観

光
の
拠
点
と
す
る
と
い
う
市
長
の
提
案
に
賛
成
。

跡
地
利
用
等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
な
い
と
い

け
な
い
。
新
庁
舎
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
合

併
後
の
伊
賀
市
が
一
体
と
な
り
、
交
通
計
画
を
見

直
す
こ
と
に
よ
り
、
住
み
よ
い
町
を
作
っ
て
い
け

る
と
考
え
る
。（
中
谷
）

・
四
十
九
町
案
は
、
現
在
地
よ
り
何
一
つ
勝
る
と
こ

ろ
は
な
く
、
計
画
や
費
用
が
不
明
確
。
行
政
自
ら

都
市
計
画
法
の
精
神
に
背
く
こ
と
に
な
る
。
図
書

館
や
美
術
館
が
継
続
的
な
集
客
効
果
に
つ
な
が
る

と
は
思
え
な
い
。
公
共
交
通
機
関
の
拠
点
で
あ
り
、

伊
賀
市
の
行
政
商
業
の
中
心
で
あ
る
現
在
地
に
庁

舎
を
建
設
す
べ
き
（
生
中
）

・
四
十
九
町
は
市
民
の
安
心
安
全
が
守
れ
る
と
は
い

え
ず
、
経
費
の
説
明
も
信
用
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
上
野
支
所
を
新
た
に
作
る
こ
と
は
二
重
行
政

で
あ
る
。
過
去
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
ど
の
よ
う

な
交
通
手
段
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
現
在
地
の
ほ

う
が
利
便
性
が
高
い
。
四
十
九
町
で
の
庁
舎
建

設
は
市
の
土
地
利
用
の
方
針
に
矛
盾
し
て
お
り
、

都
市
計
画
法
に
市
自
ら
背
い
て
い
る
。（
福
田
）

・
四
十
九
町
案
が
市
民
に
合
意
を
得
ら
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
新
築
を
基
本
と
し
て
考
え
る
な
ら

支
所
の
充
実
を
図
り
、
現
在
地
で
、
よ
り
コ
ン
パ

ク
ト
な
本
庁
機
能
を
有
す
る
庁
舎
建
設
を
目
指
す

べ
き
。
市
街
化
を
拡
大
し
都
市
計
画
を
行
政
自
ら

逸
脱
す
る
よ
う
な
行
為
は
容
認
で
き
な
い
。（
中
井
）

・
四
十
九
町
で
の
整
備
は
多
額
の
財
政
負
担
が
伴
い
、

市
民
負
担
が
続
く
。
市
民
生
活
に
必
要
な
資
源
が

揃
っ
て
い
る
所
に
行
政
機
能
も
あ
っ
て
し
か
る
べ

き
。
都
市
計
画
を
歪
め
て
ま
で
移
転
さ
せ
る
理
由

に
納
得
で
き
な
い
。（
百
上
）

VS

９月11日、「伊賀市役所の位置を変更
する条例」が即日採決されました。この
条例は、特別多数議決のため、出席議員
の３分の２以上の同意を必要とします。
記名投票の結果、３分の２以上の賛成で
可決されました。

８月24日に住民投票が行われ、それまで市議会は
投票率をあげるための様々な啓発活動を行いました。
しかし投票の結果、投票率は42.51％で、50％に満
たなかったため、開票されませんでした。

住民投票開票されず

討
論
反
対

討
論
反
対

討
論
反
対

討
論
反
対

討
論
反
対

●
予
算
常
任
委
員
会

●
決
算
常
任
委
員
会

●
本
会
議

討
論
賛
成

平
成
25
年
度 

決
算

平
成
26
年
度 

予
算

平
成
26
年
度
９
月
定
例
会
が
２
日
か
ら
25
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
決
算
15
件
・
26
年
度
補
正
予
算

６
件
、
条
例
の
制
定
・
改
正
や
議
員
発
議
５
件
を
含
む

合
計
46
件
の
議
案
と
請
願
４
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
可

決
（
認
定
・
同
意
・
採
択
）
し
ま
し
た
。

審
議
内
容
と
審
議
結
果
（
主
な
も
の
）

9
月
定
例
会

移転決まる！市庁舎
　四十九町へ移転決まる！市庁舎
　四十九町へ
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を
守
る
市
政
運
営
を
求
め
る
。(

百
上
）

　
　
↓
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
認
定

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

（
前
年
度
に
比
べ
収
入
は
３
・
７
％
の
増
。

支
出
は
４
・
０
％
の
増
）

・
高
い
介
護
保
険
料
が
重
い
負
担
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
施
設
や
住
宅
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
介
護
施
策
を
求
め
る
。（
百
上
）

賛
成
多
数
で
認
定

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
前
年
度
に
比
べ
収
入
は
０
・
１
％
の
増
。

支
出
は
０
・
５
％
の
増
）

・
高
い
医
療
保
険
料
が
重
い
負
担
。（
百
上
）

賛
成
多
数
で
認
定

病
院
事
業
会
計

（
前
年
度
に
比
べ
病
院
事
業
収
益
は
１
・
２
％
の
増
。

病
院
事
業
費
用
は
３
・
２
％
の
増
）

・
医
師
確
保
対
策
補
助
金
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税
措
置

の
対
象
に
な
る
よ
う
な
補
助
金
に
し
て
ほ
し
い
。（
中

谷
） 

賛
成
多
数
で
認
定

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　

補
正
す
る
額
（
11
億
２
１
６
３
万
円
）
の
主
な
も
の

伊
賀
鉄
道
新
駅
調
査
費 

８
９
０
万
円

川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
繰
出
金 

２
８
８
９
万
円

河
合
小
学
校
建
設
事
業
費 

４
３
７
２
万
円

　
　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
20
人
　
反
対
２
人

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
８
６
６
６
万
円
増
額　

水
道
事

業
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
債
務
負
担
行
為
を
設
定
〈
限
度

額
２
８
６
５
万
円
〉　

川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
55
年
度
ま
で
債
務
負
担
行
為
を

設
定
〈
限
度
額
72
億
４
８
５
９
万
円
〉）

・
上
野
丸
之
内
は
伊
賀
市
の
顔
で
あ
る
。
こ
の

地
を
浮
上
さ
せ
る
に
は
観
光
や
文
化
で
集
客
力
の

あ
る
拠
点
と
な
る
施
設
に
整
備
す
べ
き
。
ま
た
、

６
つ
の
市
町
村
合
併
に
ふ
さ
わ
し
い
庁
舎
整
備
に

向
け
議
論
し
て
知
恵
を
出
し
合
う
必
要
が
あ
る
。

（
稲
森
）

・
庁
舎
整
備
・
移
転
は
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
重
要

な
問
題
。
他
の
自
治
体
に
ど
ん
な
ア
ピ
ー
ル
が
で

き
、
特
色
が
出
せ
る
の
か
を
考
え
る
と
観
光
に
一

定
の
投
資
が
必
要
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
行
政
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。（
市
川
）

・
こ
れ
以
上
の
遅
延
は
市
民
に
も
不
利
益
に
な
る
。

市
役
所
が
上
野
丸
之
内
に
あ
っ
て
も
、
賑
わ
い
は

失
わ
れ
て
い
る
。
名
張
と
の
合
併
や
、
災
害
の
際
、

伊
賀
市
が
三
重
の
防
災
の
拠
点
と
な
り
県
と
連
携

を
と
る
な
ら
四
十
九
町
の
ほ
う
が
最
適
。
住
み
よ

い
強
い
伊
賀
市
を
残
す
こ
と
が
、
今
を
生
き
る

わ
れ
わ
れ
の
使
命
。（
森
川
）

・
伊
賀
市
は
、
文
化
遺
産
を
活
か
し
て
観
光
立
市
を

目
指
し
て
い
る
。
観
光
集
客
の
拠
点
を
ど
こ
に
お

く
の
か
考
え
る
と
上
野
丸
之
内
１
１
６
と
い
う
結

論
に
な
る
。
自
主
財
源
確
保
と
い
う
課
題
に
取
り

組
み
、
将
来
の
伊
賀
市
を
ど
う
作
り
上
げ
る
べ
き

か
と
い
う
視
点
を
大
事
に
す
る
。（
安
本
）

・
中
心
市
街
地
が
、
今
ま
で
庁
舎
が
あ
っ
て
ど
れ
だ

け
活
性
化
さ
れ
て
き
た
か
、
ま
た
、
こ
の
地
を
観

光
の
拠
点
と
す
る
と
い
う
市
長
の
提
案
に
賛
成
。

跡
地
利
用
等
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
な
い
と
い

け
な
い
。
新
庁
舎
を
移
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
合

併
後
の
伊
賀
市
が
一
体
と
な
り
、
交
通
計
画
を
見

直
す
こ
と
に
よ
り
、
住
み
よ
い
町
を
作
っ
て
い
け

る
と
考
え
る
。（
中
谷
）

・
四
十
九
町
案
は
、
現
在
地
よ
り
何
一
つ
勝
る
と
こ

ろ
は
な
く
、
計
画
や
費
用
が
不
明
確
。
行
政
自
ら

都
市
計
画
法
の
精
神
に
背
く
こ
と
に
な
る
。
図
書

館
や
美
術
館
が
継
続
的
な
集
客
効
果
に
つ
な
が
る

と
は
思
え
な
い
。
公
共
交
通
機
関
の
拠
点
で
あ
り
、

伊
賀
市
の
行
政
商
業
の
中
心
で
あ
る
現
在
地
に
庁

舎
を
建
設
す
べ
き
（
生
中
）

・
四
十
九
町
は
市
民
の
安
心
安
全
が
守
れ
る
と
は
い

え
ず
、
経
費
の
説
明
も
信
用
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
上
野
支
所
を
新
た
に
作
る
こ
と
は
二
重
行
政

で
あ
る
。
過
去
か
ら
市
民
に
親
し
ま
れ
ど
の
よ
う

な
交
通
手
段
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
現
在
地
の
ほ

う
が
利
便
性
が
高
い
。
四
十
九
町
で
の
庁
舎
建

設
は
市
の
土
地
利
用
の
方
針
に
矛
盾
し
て
お
り
、

都
市
計
画
法
に
市
自
ら
背
い
て
い
る
。（
福
田
）

・
四
十
九
町
案
が
市
民
に
合
意
を
得
ら
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
新
築
を
基
本
と
し
て
考
え
る
な
ら

支
所
の
充
実
を
図
り
、
現
在
地
で
、
よ
り
コ
ン
パ

ク
ト
な
本
庁
機
能
を
有
す
る
庁
舎
建
設
を
目
指
す

べ
き
。
市
街
化
を
拡
大
し
都
市
計
画
を
行
政
自
ら

逸
脱
す
る
よ
う
な
行
為
は
容
認
で
き
な
い
。（
中
井
）

・
四
十
九
町
で
の
整
備
は
多
額
の
財
政
負
担
が
伴
い
、

市
民
負
担
が
続
く
。
市
民
生
活
に
必
要
な
資
源
が

揃
っ
て
い
る
所
に
行
政
機
能
も
あ
っ
て
し
か
る
べ

き
。
都
市
計
画
を
歪
め
て
ま
で
移
転
さ
せ
る
理
由

に
納
得
で
き
な
い
。（
百
上
）

VS

９月11日、「伊賀市役所の位置を変更
する条例」が即日採決されました。この
条例は、特別多数議決のため、出席議員
の３分の２以上の同意を必要とします。
記名投票の結果、３分の２以上の賛成で
可決されました。

８月24日に住民投票が行われ、それまで市議会は
投票率をあげるための様々な啓発活動を行いました。
しかし投票の結果、投票率は42.51％で、50％に満
たなかったため、開票されませんでした。

住民投票開票されず

討
論
反
対

討
論
反
対

討
論
反
対

討
論
反
対

討
論
反
対

●
予
算
常
任
委
員
会

●
決
算
常
任
委
員
会

●
本
会
議

討
論
賛
成

平
成
25
年
度 

決
算

平
成
26
年
度 

予
算

平
成
26
年
度
９
月
定
例
会
が
２
日
か
ら
25
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
平
成
25
年
度
決
算
15
件
・
26
年
度
補
正
予
算

６
件
、
条
例
の
制
定
・
改
正
や
議
員
発
議
５
件
を
含
む

合
計
46
件
の
議
案
と
請
願
４
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
可

決
（
認
定
・
同
意
・
採
択
）
し
ま
し
た
。

審
議
内
容
と
審
議
結
果
（
主
な
も
の
）

9
月
定
例
会

移転決まる！市庁舎
　四十九町へ移転決まる！市庁舎
　四十九町へ
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一
般
会
計

・
川
上
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
水
需
要
の
見
直
し
は
行
わ
れ

た
が
、
利
水
に
つ
い
て
様
々
な
提
案
が
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
再
度
検
討
す
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
た
。
庁

舎
整
備
に
つ
い
て
も
、検
討
委
員
会
は
設
置
さ
れ
た
が
、

十
分
な
住
民
合
意
が
で
き
て
い
な
い
中
で
市
の
方
針
が

決
定
さ
れ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
は
地
方
に
及
ん

で
お
ら
ず
、
所
得
は
増
え
ず
、
年
金
は
減
ら
さ
れ
、
物

価
は
上
が
り
、
社
会
保
障
の
自
己
負
担
も
増
え
続
け
て

お
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
、
生
活
を
守
る
施
策
、
貧
困

対
策
と
い
っ
た
観
点
か
ら
十
分
な
も
の
と
い
え
な
い
。

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
政
運
営
を
求
め
る
。

　
　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
認
定

・
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
の
清
掃
業
務
は
無
駄
の
な
い
効
率
的

な
業
務
委
託
を
求
め
る
。
人
件
費
が
大
半
を
占
め
る
業

務
委
託
に
つ
い
て
は
最
低
制
限
価
格
を
設
定
し
適
正
な

労
働
条
件
と
品
質
の
確
保
を
求
め
る
。
さ
ら
に
伊
賀
市

で
働
く
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
を
行
う
べ
き
。

（
稲
森
）

・
財
政
の
悪
化
は
目
に
見
え
て
い
る
。
今
後
も
堅
実
で
無

駄
の
な
い
財
政
運
営
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め

る
こ
と
を
要
望
し
て
賛
成
（
市
川
）

・
川
上
ダ
ム
建
設
や
四
十
九
町
で
の
庁
舎
整
備
は
、
経
済

情
勢
か
ら
み
て
、
市
民
負
担
が
ど
う
な
る
か
先
行
き
不

透
明
。
年
金
が
減
り
所
得
は
増
え
ず
、
物
価
が
上
が
る

市
民
の
生
活
を
守
る
施
策
は
不
十
分
。
国
の
悪
政
か
ら

暮
ら
し
を
守
る
市
政
運
営
を
求
め
る(

百
上
）

　
　
↓
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
認
定

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

（
前
年
度
に
比
べ
収
入
は
３
・
７
％
の
増
。
支
出
は
４
・

０
％
の
増
）

・
高
い
介
護
保
険
料
が
重
い
負
担
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
施
設
や
住
宅
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
介
護
施
策
を
求
め
る
。（
百
上
）

賛
成
多
数
で
認
定

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

（
前
年
度
に
比
べ
収
入
は
０
・
１
％
の
増
。
支
出
は
０
・

５
％
の
増
）

・
高
い
医
療
保
険
料
が
重
い
負
担
。（
百
上
）

賛
成
多
数
で
認
定

病
院
事
業
会
計
決
算
の
認
定

（
前
年
度
に
比
べ
病
院
事
業
収
益
は
１
・
２
％
の
増
。

病
院
事
業
費
用
は
３
・
２
％
の
増
）

・
医
師
確
保
対
策
補
助
金
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税
措
置

の
対
象
に
な
る
よ
う
な
補
助
金
に
し
て
ほ
し
い（
中
谷
）

賛
成
多
数
で
認
定

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　
　（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

補
正
す
る
額
（
11
億
２
１
６
３
万
円
）
の
主
な
も
の

伊
賀
鉄
道
新
駅
調
査
費 

８
９
０
万
円

川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
繰
出
金 

２
８
８
９
万
円

河
合
小
学
校
建
設
工
事
費 

４
２
３
５
万
円

　
　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
20
人
　
反
対
２
人

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
８
６
６
６
万
円
増
額
　
水
道
事

業
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
債
務
負
担
行
為
を
設
定
〈
限
度

額
２
８
６
５
万
円
〉　
川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
55
年
度
ま
で
債
務
負
担
行
為
を

設
定
〈
限
度
額
72
億
４
８
５
９
万
円
〉）

・
川
上
ダ
ム
建
設
事
業
の
総
事
業
費
１
１
８
０
億
円
は
平

成
27
年
度
完
成
を
前
提
と
し
て
お
り
、
あ
り
え
な
い
。

将
来
に
わ
た
っ
て
大
き
な
負
担
を
背
負
う
こ
と
に
な
る

も
の
で
、
説
明
に
は
納
得
で
き
な
い
。

・
川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
市
民
や
議
会
へ

の
説
明
も
な
く
、
互
い
の
信
頼
関
係
を
損
ね
る
不
誠
実

な
対
応
で
あ
っ
た
。
ダ
ム
と
い
う
大
型
公
共
事
業
は
、

事
業
費
が
膨
ら
む
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
も
示
さ
れ
た

が
、水
道
事
業
は
市
民
生
活
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
、

最
も
心
配
な
こ
と
は
水
道
料
金
の
値
上
げ
で
あ
る
。
労

務
単
価
基
準
の
上
昇
や
材
料
費
の
高
騰
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
将
来
の
人
口
減
少

等
に
伴
う
水
需
要
に
つ
い
て
も
再
考
を
求
め
た
い
。

　
　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
20
人
　
反
対
２
人

・
川
上
ダ
ム
事
業
は
１
１
８
０
億
円
の
総
事
業
費
を
超
え

る
こ
と
を
市
も
認
め
て
お
り
、
今
後
更
に
財
政
負
担
が

押
し
寄
せ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
市
議
会
や
市

民
に
負
担
金
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
。（
稲

森
）

・
川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
の
説
明
が
な
い
の
は
問
題
。
総

事
業
費
１
１
８
０
億
円
を
前
提
に
し
た
上
で
水
道
料
金

の
値
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
と
す
る
見
通
し
は
甘
い
。

唯
一
、
利
水
を
利
用
す
る
市
と
し
て
残
事
業
の
確
認
、

市
民
へ
の
説
明
を
き
ち
ん
と
す
べ
き
。（
百
上
）

　
　
↓
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
す
る
額
（
６
億
９
１
１
１
万
円
）
の
主
な
も
の

庁
舎
整
備
事
業 

６
６
４
３
万
円

大
山
田
温
泉
さ
る
び
の
指
定
管
理
料 

３
８
４
０
万
円

農
林
施
設
災
害
復
旧
事
業 

２
億
５
０
１
３
万
円

・
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
新
し
い
と
こ
ろ
に
新
し
い

も
の
を
建
て
る
の
は
、
多
額
の
支
出
を
伴
う
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
地
権
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
住
民
へ

の
説
明
も
丁
寧
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
庁
舎
建
設
用
地
取
得
に
係
る
債
務
負
担
行
為
補
正
は
、

県
と
の
協
議
が
整
っ
て
か
ら
で
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

・
庁
舎
整
備
事
業
に
係
る
測
量
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
仮

に
用
地
取
得
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
測
量
業
務
に
要

し
た
費
用
が
無
駄
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

予
算
計
上
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

・
大
山
田
温
泉
さ
る
び
の
指
定
管
理
料
の
増
額
補
正
に
つ

い
て
は
、
算
定
の
前
提
と
な
る
消
費
税
の
取
り
扱
い
等

の
精
査
を
求
め
る
。
経
営
改
善
に
向
け
、
指
定
管
理
料

の
支
払
い
方
法
等
も
含
め
て
監
視
体
制
に
検
討
の
余
地

が
あ
る
。

・
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
開
発
に
係
る
許
認
可
や
用

地
取
得
に
向
け
た
協
議
を
先
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決賛

成
19
人
　
反
対
３
人

・
四
十
九
町
で
の
庁
舎
整
備
は
、
土
地
取
得
費
、
資
材
や

労
務
単
価
の
高
騰
、
県
と
の
協
議
や
審
査
会
の
判
断
な

ど
見
通
し
が
不
透
明
。
市
民
は
多
額
の
財
政
支
出
が
予

想
さ
れ
る
庁
舎
整
備
を
望
ん
で
い
な
い
。（
百
上
）

　
　
↓
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

　
大
山
田
温
泉
さ
る
び
の
は
、
指
定
管
理
業
者
よ
り
経

営
改
善
計
画
が
示
さ
れ
、
当
局
に
お
い
て
も
一
定
の
検

証
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
当
該
施
設
の
今
後
の
持
続

可
能
な
管
理
運
営
が
行
え
る
も
の
と
は
言
い
が
た
く
、

今
年
度
の
収
支
見
込
の
積
算
に
つ
い
て
も
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
の
各
項
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
結
果
を
速
や
か
に
議
会
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
。

１
．
大
山
田
温
泉

さ
る
び
の
に
係
る

短
期
的
な
改
善
策

の
見
直
し
及
び
そ

れ
に
基
づ
く
今
年

度
の
収
支
見
込
の

積
算
の
精
査

２
．
中
長
期
的
な

観
点
に
立
っ
た
市

の
温
泉
施
設
の
あ

り
方
の
検
討

　
賛
成
多
数
で
可
決

印
鑑
条
例
及
び
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用

目
的
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
証
明
書
交
付

サ
ー
ビ
ス
と
窓
口
受
付
端
末
機
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
追
加

し
、
こ
れ
ま
で
の
自
動
交
付
機
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
削

除
す
る
）

　　
15
歳
未
満
の
者
と
成
年
被
後
見
人
を
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
対
象
者
か
ら
除
外
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
住
民
票
等
の
交
付
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
請
求
者

の
意
思
能
力
に
つ
い
て
個
別
的
・
具
体
的
に
判
断
す
べ

き
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
こ
の
よ
う
な
窓
口
対

応
が
で
き
な
い
た
め
、
他
市
町
村
の
取
り
扱
い
も
参
考

に
し
な
が
ら
対
象
者
か
ら
除
外
と
し
た
。

　
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は

　
平
成
26
年
８
月
末
で
５
２
４
６
枚
、
５
・
46
％
の
交

付
状
況
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
可
能
と

な
る
多
目
的
利
用
機
能
が
付
い
た
カ
ー
ド
が
３
３
８
６

枚
で
あ
る
。

　
市
民
へ
の
周
知
方
法
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
行
政
情

報
番
組
で
の
特
集
放
映
及
び
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
旗
等

に
よ
る
周
知
を
考
え
て
い
る
。

　
　
↓
委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
可
決

・
個
人
情
報
を
国
が
一
元
的
に
把
握
し
社
会
保
障
の
給
付

削
減
に
つ
な
げ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
っ
て
い
る

た
め
反
対
。（
百
上
）

　
　
↓
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
小
学
校
の
校
区
再
編
と
あ
わ
せ
、
未
設
置

校
区
の
３
か
所
に
新
た
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置

す
る
こ
と
及
び
国
の
法
律
改
正
に
伴
う
改
正
）

　
保
護
者
等
か
ら
設
置
の
要
望
は
あ
っ
た
の
か
。

　
す
で
に
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
夏
休
み
期
間
中
等
に
利
用
で
き
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
欲
し
い
と
の
要
望
等
が
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
す
る
こ
と
や
学
校
か
ら
離

れ
た
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
の
理
解

と
協
力
を
ど
の
よ
う
に
得
る
の
か
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
自
治
協
等
の
理

解
を
得
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
安
全
を
担
保
す
る
た
め

に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

　
　
↓
委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
可
決

・
三
訪
小
学
校
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
三
田
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
内
で

の
設
置
で
あ
る
。
今
後
、

早
い
時
期
に
空
き
教
室

も
し
く
は
学
校
敷
地
内

で
の
設
置
を
求
め
る
。

（
百
上
）

↓
本
会
議
で
は
全
員
賛

成
で
可
決

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
旧
上
野
商
業
高
等
学
校
解
体

工
事
を
、
上
野
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
が
１
億
２
２
０
４
万

円
で
落
札
し
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
）

　
落
札
額
が
設
計
金
額
の
約
半
額
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

　
経
費
削
減
等
の
企
業
努
力
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
産
業
廃
棄
物
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
管
理
さ

れ
る
が
、
今
後
、
数
量
に
増
減
等
が
あ
れ
ば
、
契
約
変

更
等
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　
入
札
額
に
か
な
り
の
差
が
見
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
昨
年
度
の
河
合
小
学
校
や
し
ろ
な
み
保
育
所
の
解
体

工
事
と
同
様
、
今
回
も
業
者
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ

る
が
、
入
札
に
は
同
じ
条
件
の
も
と
で
参
加
さ
れ
て
い

る
。

　
工
事
概
要
で
は
面
積
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

産
業
廃
棄
物
の
想
定
数
量
は
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
７
４
７
６
立
方

メ
ー
ト
ル
と
算
定
し
、
10
ト
ン
車
に
５
立
方
メ
ー
ト
ル

積
載
し
た
場
合
で
、
約
１
５
０
０
杯
と
想
定
し
た
。

　
積
算
業
務
と
そ
の
責
任
の
所
在
は
。

　
積
算
は
設
計
業
者
に
委
託
し
、
成
果
品
を
市
で
も
検

査
し
、
入
札
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
個

所
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
の
調
査
は
不
可
能
で
あ
り
、
持

ち
込
み
時
の
天
候
等
の
状
況
に
よ
っ
て
も
変
わ
る
た

め
、
一
定
範
囲
で
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
工
事
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

　
建
築
住
宅
課
が
２
人
体
制
で
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

　
　
↓
委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
全
員
賛
成
で
可
決

大
山
田
温
泉
さ
る
び
の
に
対
す
る
附
帯
決
議

可決

●
本
会
議

討
論
賛
成

討
論
賛
成

討
論
反
対

討
論
反
対

●
本
会
議

討
論
反
対

●
本
会
議

討
論
反
対

●
本
会
議

●
予
算
常
任
委
員
会

●
総
務
常
任
委
員
会

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
教
育
民
生
常
任
委
員
会

討
論
反
対

●
予
算
常
任
委
員
会

QQQ A

QAQA

AA

QQ AAQQ AAQA

▲大山田温泉さるびの

▲現在改装中の三田地区市民センター
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一
般
会
計

・
川
上
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
水
需
要
の
見
直
し
は
行
わ
れ

た
が
、
利
水
に
つ
い
て
様
々
な
提
案
が
あ
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
再
度
検
討
す
る
こ
と
な
く
進
め
ら
れ
た
。
庁

舎
整
備
に
つ
い
て
も
、検
討
委
員
会
は
設
置
さ
れ
た
が
、

十
分
な
住
民
合
意
が
で
き
て
い
な
い
中
で
市
の
方
針
が

決
定
さ
れ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
は
地
方
に
及
ん

で
お
ら
ず
、
所
得
は
増
え
ず
、
年
金
は
減
ら
さ
れ
、
物

価
は
上
が
り
、
社
会
保
障
の
自
己
負
担
も
増
え
続
け
て

お
り
、
市
民
福
祉
の
向
上
、
生
活
を
守
る
施
策
、
貧
困

対
策
と
い
っ
た
観
点
か
ら
十
分
な
も
の
と
い
え
な
い
。

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
市
政
運
営
を
求
め
る
。

　
　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
認
定

・
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
の
清
掃
業
務
は
無
駄
の
な
い
効
率
的

な
業
務
委
託
を
求
め
る
。
人
件
費
が
大
半
を
占
め
る
業

務
委
託
に
つ
い
て
は
最
低
制
限
価
格
を
設
定
し
適
正
な

労
働
条
件
と
品
質
の
確
保
を
求
め
る
。
さ
ら
に
伊
賀
市

で
働
く
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
を
行
う
べ
き
。

（
稲
森
）

・
財
政
の
悪
化
は
目
に
見
え
て
い
る
。
今
後
も
堅
実
で
無

駄
の
な
い
財
政
運
営
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め

る
こ
と
を
要
望
し
て
賛
成
（
市
川
）

・
川
上
ダ
ム
建
設
や
四
十
九
町
で
の
庁
舎
整
備
は
、
経
済

情
勢
か
ら
み
て
、
市
民
負
担
が
ど
う
な
る
か
先
行
き
不

透
明
。
年
金
が
減
り
所
得
は
増
え
ず
、
物
価
が
上
が
る

市
民
の
生
活
を
守
る
施
策
は
不
十
分
。
国
の
悪
政
か
ら

暮
ら
し
を
守
る
市
政
運
営
を
求
め
る(

百
上
）

　
　
↓
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
認
定

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

（
前
年
度
に
比
べ
収
入
は
３
・
７
％
の
増
。
支
出
は
４
・

０
％
の
増
）

・
高
い
介
護
保
険
料
が
重
い
負
担
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
施
設
や
住
宅
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
。
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
介
護
施
策
を
求
め
る
。（
百
上
）

賛
成
多
数
で
認
定

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

（
前
年
度
に
比
べ
収
入
は
０
・
１
％
の
増
。
支
出
は
０
・

５
％
の
増
）

・
高
い
医
療
保
険
料
が
重
い
負
担
。（
百
上
）

賛
成
多
数
で
認
定

病
院
事
業
会
計
決
算
の
認
定

（
前
年
度
に
比
べ
病
院
事
業
収
益
は
１
・
２
％
の
増
。

病
院
事
業
費
用
は
３
・
２
％
の
増
）

・
医
師
確
保
対
策
補
助
金
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税
措
置

の
対
象
に
な
る
よ
う
な
補
助
金
に
し
て
ほ
し
い（
中
谷
）

賛
成
多
数
で
認
定

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）　
　（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

補
正
す
る
額
（
11
億
２
１
６
３
万
円
）
の
主
な
も
の

伊
賀
鉄
道
新
駅
調
査
費 

８
９
０
万
円

川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
繰
出
金 

２
８
８
９
万
円

河
合
小
学
校
建
設
工
事
費 

４
２
３
５
万
円

　
　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
20
人
　
反
対
２
人

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
８
６
６
６
万
円
増
額
　
水
道
事

業
基
本
計
画
策
定
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
債
務
負
担
行
為
を
設
定
〈
限
度

額
２
８
６
５
万
円
〉　
川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
55
年
度
ま
で
債
務
負
担
行
為
を

設
定
〈
限
度
額
72
億
４
８
５
９
万
円
〉）

・
川
上
ダ
ム
建
設
事
業
の
総
事
業
費
１
１
８
０
億
円
は
平

成
27
年
度
完
成
を
前
提
と
し
て
お
り
、
あ
り
え
な
い
。

将
来
に
わ
た
っ
て
大
き
な
負
担
を
背
負
う
こ
と
に
な
る

も
の
で
、
説
明
に
は
納
得
で
き
な
い
。

・
川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
市
民
や
議
会
へ

の
説
明
も
な
く
、
互
い
の
信
頼
関
係
を
損
ね
る
不
誠
実

な
対
応
で
あ
っ
た
。
ダ
ム
と
い
う
大
型
公
共
事
業
は
、

事
業
費
が
膨
ら
む
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
も
示
さ
れ
た

が
、水
道
事
業
は
市
民
生
活
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
、

最
も
心
配
な
こ
と
は
水
道
料
金
の
値
上
げ
で
あ
る
。
労

務
単
価
基
準
の
上
昇
や
材
料
費
の
高
騰
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
将
来
の
人
口
減
少

等
に
伴
う
水
需
要
に
つ
い
て
も
再
考
を
求
め
た
い
。

　
　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

賛
成
20
人
　
反
対
２
人

・
川
上
ダ
ム
事
業
は
１
１
８
０
億
円
の
総
事
業
費
を
超
え

る
こ
と
を
市
も
認
め
て
お
り
、
今
後
更
に
財
政
負
担
が

押
し
寄
せ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
市
議
会
や
市

民
に
負
担
金
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
。（
稲

森
）

・
川
上
ダ
ム
建
設
負
担
金
の
説
明
が
な
い
の
は
問
題
。
総

事
業
費
１
１
８
０
億
円
を
前
提
に
し
た
上
で
水
道
料
金

の
値
上
げ
は
考
え
て
い
な
い
と
す
る
見
通
し
は
甘
い
。

唯
一
、
利
水
を
利
用
す
る
市
と
し
て
残
事
業
の
確
認
、

市
民
へ
の
説
明
を
き
ち
ん
と
す
べ
き
。（
百
上
）

　
　
↓
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
す
る
額
（
６
億
９
１
１
１
万
円
）
の
主
な
も
の

庁
舎
整
備
事
業 

６
６
４
３
万
円

大
山
田
温
泉
さ
る
び
の
指
定
管
理
料 

３
８
４
０
万
円

農
林
施
設
災
害
復
旧
事
業 

２
億
５
０
１
３
万
円

・
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
新
し
い
と
こ
ろ
に
新
し
い

も
の
を
建
て
る
の
は
、
多
額
の
支
出
を
伴
う
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
地
権
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
元
住
民
へ

の
説
明
も
丁
寧
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・
庁
舎
建
設
用
地
取
得
に
係
る
債
務
負
担
行
為
補
正
は
、

県
と
の
協
議
が
整
っ
て
か
ら
で
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。

・
庁
舎
整
備
事
業
に
係
る
測
量
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
仮

に
用
地
取
得
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
測
量
業
務
に
要

し
た
費
用
が
無
駄
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、

予
算
計
上
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

・
大
山
田
温
泉
さ
る
び
の
指
定
管
理
料
の
増
額
補
正
に
つ

い
て
は
、
算
定
の
前
提
と
な
る
消
費
税
の
取
り
扱
い
等

の
精
査
を
求
め
る
。
経
営
改
善
に
向
け
、
指
定
管
理
料

の
支
払
い
方
法
等
も
含
め
て
監
視
体
制
に
検
討
の
余
地

が
あ
る
。

・
庁
舎
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
開
発
に
係
る
許
認
可
や
用

地
取
得
に
向
け
た
協
議
を
先
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
↓
委
員
会
で
は
賛
成
多
数
で
可
決賛

成
19
人
　
反
対
３
人

・
四
十
九
町
で
の
庁
舎
整
備
は
、
土
地
取
得
費
、
資
材
や

労
務
単
価
の
高
騰
、
県
と
の
協
議
や
審
査
会
の
判
断
な

ど
見
通
し
が
不
透
明
。
市
民
は
多
額
の
財
政
支
出
が
予

想
さ
れ
る
庁
舎
整
備
を
望
ん
で
い
な
い
。（
百
上
）

　
　
↓
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

　
大
山
田
温
泉
さ
る
び
の
は
、
指
定
管
理
業
者
よ
り
経

営
改
善
計
画
が
示
さ
れ
、
当
局
に
お
い
て
も
一
定
の
検

証
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
当
該
施
設
の
今
後
の
持
続

可
能
な
管
理
運
営
が
行
え
る
も
の
と
は
言
い
が
た
く
、

今
年
度
の
収
支
見
込
の
積
算
に
つ
い
て
も
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
次
の
各
項
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ

の
結
果
を
速
や
か
に
議
会
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
る
。

１
．
大
山
田
温
泉

さ
る
び
の
に
係
る

短
期
的
な
改
善
策

の
見
直
し
及
び
そ

れ
に
基
づ
く
今
年

度
の
収
支
見
込
の

積
算
の
精
査

２
．
中
長
期
的
な

観
点
に
立
っ
た
市

の
温
泉
施
設
の
あ

り
方
の
検
討

　
賛
成
多
数
で
可
決

印
鑑
条
例
及
び
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
用

目
的
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
証
明
書
交
付

サ
ー
ビ
ス
と
窓
口
受
付
端
末
機
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
追
加

し
、
こ
れ
ま
で
の
自
動
交
付
機
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
削

除
す
る
）

　　
15
歳
未
満
の
者
と
成
年
被
後
見
人
を
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
対
象
者
か
ら
除
外
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
住
民
票
等
の
交
付
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
請
求
者

の
意
思
能
力
に
つ
い
て
個
別
的
・
具
体
的
に
判
断
す
べ

き
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
で
は
こ
の
よ
う
な
窓
口
対

応
が
で
き
な
い
た
め
、
他
市
町
村
の
取
り
扱
い
も
参
考

に
し
な
が
ら
対
象
者
か
ら
除
外
と
し
た
。

　
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は

　
平
成
26
年
８
月
末
で
５
２
４
６
枚
、
５
・
46
％
の
交

付
状
況
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
可
能
と

な
る
多
目
的
利
用
機
能
が
付
い
た
カ
ー
ド
が
３
３
８
６

枚
で
あ
る
。

　
市
民
へ
の
周
知
方
法
は

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
広
報
紙
へ
の
掲
載
、
行
政
情

報
番
組
で
の
特
集
放
映
及
び
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
旗
等

に
よ
る
周
知
を
考
え
て
い
る
。

　
　
↓
委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
可
決

・
個
人
情
報
を
国
が
一
元
的
に
把
握
し
社
会
保
障
の
給
付

削
減
に
つ
な
げ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
っ
て
い
る

た
め
反
対
。（
百
上
）

　
　
↓
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
可
決

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
小
学
校
の
校
区
再
編
と
あ
わ
せ
、
未
設
置

校
区
の
３
か
所
に
新
た
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置

す
る
こ
と
及
び
国
の
法
律
改
正
に
伴
う
改
正
）

　
保
護
者
等
か
ら
設
置
の
要
望
は
あ
っ
た
の
か
。

　
す
で
に
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
設
置
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
夏
休
み
期
間
中
等
に
利
用
で
き
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
欲
し
い
と
の
要
望
等
が
あ
り
、

そ
う
い
っ
た
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
す
る
こ
と
や
学
校
か
ら
離

れ
た
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
の
理
解

と
協
力
を
ど
の
よ
う
に
得
る
の
か
。

　
市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
は
自
治
協
等
の
理

解
を
得
て
い
る
が
、
子
ど
も
の
安
全
を
担
保
す
る
た
め

に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

　
　
↓
委
員
会
で
は
全
員
賛
成
で
可
決

・
三
訪
小
学
校
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
は
三
田
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
内
で

の
設
置
で
あ
る
。
今
後
、

早
い
時
期
に
空
き
教
室

も
し
く
は
学
校
敷
地
内

で
の
設
置
を
求
め
る
。

（
百
上
）

↓
本
会
議
で
は
全
員
賛

成
で
可
決

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
旧
上
野
商
業
高
等
学
校
解
体

工
事
を
、
上
野
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
が
１
億
２
２
０
４
万

円
で
落
札
し
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
）

　
落
札
額
が
設
計
金
額
の
約
半
額
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

　
経
費
削
減
等
の
企
業
努
力
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
産
業
廃
棄
物
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
管
理
さ

れ
る
が
、
今
後
、
数
量
に
増
減
等
が
あ
れ
ば
、
契
約
変

更
等
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　
入
札
額
に
か
な
り
の
差
が
見
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
昨
年
度
の
河
合
小
学
校
や
し
ろ
な
み
保
育
所
の
解
体

工
事
と
同
様
、
今
回
も
業
者
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ

る
が
、
入
札
に
は
同
じ
条
件
の
も
と
で
参
加
さ
れ
て
い

る
。

　
工
事
概
要
で
は
面
積
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

産
業
廃
棄
物
の
想
定
数
量
は
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
７
４
７
６
立
方

メ
ー
ト
ル
と
算
定
し
、
10
ト
ン
車
に
５
立
方
メ
ー
ト
ル

積
載
し
た
場
合
で
、
約
１
５
０
０
杯
と
想
定
し
た
。

　
積
算
業
務
と
そ
の
責
任
の
所
在
は
。

　
積
算
は
設
計
業
者
に
委
託
し
、
成
果
品
を
市
で
も
検

査
し
、
入
札
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
個

所
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
の
調
査
は
不
可
能
で
あ
り
、
持

ち
込
み
時
の
天
候
等
の
状
況
に
よ
っ
て
も
変
わ
る
た

め
、
一
定
範
囲
で
の
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
工
事
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

　
建
築
住
宅
課
が
２
人
体
制
で
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

　
　
↓
委
員
会
、
本
会
議
と
も
に
全
員
賛
成
で
可
決

大
山
田
温
泉
さ
る
び
の
に
対
す
る
附
帯
決
議

可決

●
本
会
議

討
論
賛
成

討
論
賛
成

討
論
反
対

討
論
反
対

●
本
会
議

討
論
反
対

●
本
会
議

討
論
反
対

●
本
会
議

●
予
算
常
任
委
員
会

●
総
務
常
任
委
員
会

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
教
育
民
生
常
任
委
員
会

討
論
反
対

●
予
算
常
任
委
員
会

QQQ A

QAQA

AA

QQ AAQQ AAQA

▲大山田温泉さるびの

▲現在改装中の三田地区市民センター
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○印は賛成、×印は反対。 田山宏弥議員は議長のため特別多数議決の111号のみ採決に入りました。
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
の
制
定

（
情
報
公
開
審
査
会
と
個
人
情
報
保
護
審
査
会
は
関
連
性

も
高
く
、
行
財
政
改
革
の
面
に
お
い
て
も
効
率
化
が
図

ら
れ
る
た
め
、
２
つ
の
審
査
会
を
統
合
し
、
伊
賀
市
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
を
設
置
す
る
）

全
員
賛
成
で
可
決

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
（
国
の
法

律
制
定
に
伴
い
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
所

な
ど
の
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
制
定
）

賛
成
多
数
で
可
決

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
（
国
の
法
律
制
定
及
び
改
正
に

伴
い
家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模
保
育
事
業
な
ど
の
認

可
に
係
る
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に

つ
い
て
制
定
） 

賛
成
多
数
で
可
決

・
保
育
士
の
配
置
を
必
要
と
し
な
い
小
規
模
保
育
を
認
め

る
な
ど
、
伊
賀
市
の
公
的
保
育
の
質
を
低
下
さ
せ
る
恐

れ
が
あ
り
、保
育
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要（
稲

森
）

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
（
国
の
法
律
制
定
及
び

改
正
に
伴
い
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
に
つ
い
て
制
定
） 

賛
成
多
数
で
可
決

　
　
　
　
（
前
３
議
案
に
対
し
）

・
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
は
、
保
育
所
以
外
の
認
定
こ

ど
も
園
や
小
規
模
保
育
で
は
、
基
本
的
に
は
利
用
者
と

事
業
者
が
直
接
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
市
町
村
の

保
育
責
任
が
後
退
し
保
育
の
市
場
化
に
道
を
開
く
。
小

規
模
保
育
事
業
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
新
た

な
条
例
は
、
現
行
の
伊
賀
市
の
条
例
よ
り
後
退
す
る
も

の
で
あ
る
。
市
と
し
て
国
基
準
以
上
の
上
乗
せ
し
た
条

例
を
求
め
る
（
百
上
）

上
野
総
合
市
民
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
新
た
に
救
急
科
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
う

改
正
） 

全
員
賛
成
で
可
決

学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
（
伊
賀
市
校
区
再
編
計
画

に
基
づ
き
、
小
学
校
７
校
を
廃
止
し
、
新
た
に
４
校
を

開
校
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
） 

全
員
賛
成
で
可
決

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て（
赤
井
家
住
宅
）

（
赤
井
家
住
宅
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
に
あ
た
り
、
候
補
者

を
公
募
し
、
結
果
、
公

益
財
団
法
人
伊
賀
市
文

化
都
市
協
会
を
候
補
者

と
し
て
選
定
）

全
員
賛
成
で
可
決

救
助
工
作
車
の
買
入
れ
に
つ
い
て
（
中
消
防
署
配
備
の

救
助
工
作
車
が
購
入
後
17
年
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し

い
た
め
更
新
配
備
す
る
）

全
員
賛
成
で
可
決

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
本
会
議
で
い
ず
れ

も
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係

機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
存
続
と
更
な
る
充
実
を

求
め
る
こ
と

「
教
職
員
定
数
改
善
計
画
」
の
着
実
な
実
施
と
教
育
予
算

拡
充
を
求
め
る
こ
と

保
護
者
負
担
の
軽
減
と
就
学
・
修
学
支
援
に
関
わ
る
制

度
の
拡
充
を
求
め
る
こ
と

防
災
対
策
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
し
た
総
合
的
な
学
校

安
全
対
策
の
充
実
を
求
め
る
こ
と

　
◎
請
願
者
　
　
伊
賀
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
森
中
明
由
美
　
他
２
名
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紹
介
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正
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正

102

農業集落排水処理施設等の設置及び管理に関する条例
の一部改正

104
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9
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99
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○印は賛成、×印は反対。 田山宏弥議員は議長のため特別多数議決の111号のみ採決に入りました。
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
設
置
条
例
の
制
定

（
情
報
公
開
審
査
会
と
個
人
情
報
保
護
審
査
会
は
関
連
性

も
高
く
、
行
財
政
改
革
の
面
に
お
い
て
も
効
率
化
が
図

ら
れ
る
た
め
、
２
つ
の
審
査
会
を
統
合
し
、
伊
賀
市
情

報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
を
設
置
す
る
）

全
員
賛
成
で
可
決

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
（
国
の
法

律
制
定
に
伴
い
、
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
所

な
ど
の
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
制
定
）

賛
成
多
数
で
可
決

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
（
国
の
法
律
制
定
及
び
改
正
に

伴
い
家
庭
的
保
育
事
業
、
小
規
模
保
育
事
業
な
ど
の
認

可
に
係
る
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に

つ
い
て
制
定
） 

賛
成
多
数
で
可
決

・
保
育
士
の
配
置
を
必
要
と
し
な
い
小
規
模
保
育
を
認
め

る
な
ど
、
伊
賀
市
の
公
的
保
育
の
質
を
低
下
さ
せ
る
恐

れ
が
あ
り
、保
育
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要（
稲

森
）

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
（
国
の
法
律
制
定
及
び

改
正
に
伴
い
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
に
つ
い
て
制
定
） 

賛
成
多
数
で
可
決

　
　
　
　
（
前
３
議
案
に
対
し
）

・
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
は
、
保
育
所
以
外
の
認
定
こ

ど
も
園
や
小
規
模
保
育
で
は
、
基
本
的
に
は
利
用
者
と

事
業
者
が
直
接
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、
市
町
村
の

保
育
責
任
が
後
退
し
保
育
の
市
場
化
に
道
を
開
く
。
小

規
模
保
育
事
業
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
新
た

な
条
例
は
、
現
行
の
伊
賀
市
の
条
例
よ
り
後
退
す
る
も

の
で
あ
る
。
市
と
し
て
国
基
準
以
上
の
上
乗
せ
し
た
条

例
を
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る
（
百
上
）

上
野
総
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市
民
病
院
事
業
の
設
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に
関
す
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条
例
の

一
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改
正
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た
に
救
急
科
を
追
加
す
る
こ
と
に
伴
う

改
正
） 

全
員
賛
成
で
可
決

学
校
設
置
条
例
の
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改
正
（
伊
賀
市
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区
再
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に
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き
、
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を
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に
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を

開
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改
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管
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の
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果
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後
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が
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更
新
配
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す
る
）
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民
生
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で
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ず
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そ
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後
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提
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た
。
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質問項目
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伊
賀
市
立
上
野
総
合

市
民
病
院
の
経
営

●
首
都
機
能
移
転

一
般
質
問

森
岡 

昭
二 

議
員

質問項目
●
行
財
政
改
革

●
医
療
と
福
祉

●
学
校
教
育

●
観
光
戦
略

●
災
害
対
策

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般
質 問
一 般
質 問

一般質問は、９月８日から１１日まで、１６人の議員が市の諸問題に
ついての質問をしました。

ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい

市政を問う市政を問う

現
在
、
伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
の
経

営
状
況
は
常
に
厳
し
く
、
累
積
の
繰
り
越
し
欠

損
額
は
約
32
億
円
に
も
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。

病
院
の
人
件
費
割
合
の
平
均
は
約
53
％
前
後

で
あ
り
、
そ
の
数
字
が
上
が
れ
ば
病
院
の
経
営

は
厳
し
く
な
り
ま
す
。
現
在
、
市
民
病
院
で
の

人
件
費
割
合
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。ま

た
、
そ
の
人
件
費
割
合
を
減
ら
す
政
策
と

し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

当
院
の
人
件
費
割
合
は
、
平
成
24
年
度
は
75
・

３
％
。
平
成
25
年
度
は
約
68
・
８
％
と
未
だ
高

い
状
況
で
す
。

常
勤
医
の
数
を
増
や
し
、
患
者
さ
ん
の
受
け

入
れ
を
増
や
す
と
同
時
に
、
提
案
い
た
だ
い
た

訪
問
看
護
や
通
所
リ
ハ
ビ
リ
等
の
策
も
勘
案
し

な
が
ら
、
病
院
全
体
の
収
入
を
増
や
し
、
人
件

費
割
合
を
下
げ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
の
改
正
が

あ
り
ま
す
が
、
市
の
対
応
と
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
の
成
立
を
受
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
重
要
と
考
え
る
変
更
点
は
次

の
３
点
で
す
。

①
　
要
支
援
１
、
２
の
方
に
つ
い
て
は
、
全
国

一
律
の
基
準
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
し
い
総
合
事
業

へ
と
移
行
し
ま
す
。

②
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
が
、
今
後

要
介
護
３
以
上
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
要
介
護
１
、
２
の
方
で
あ
っ
て
も
特

例
的
に
入
所
が
認
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

③
　
介
護
保
険
料
は
、
こ
れ
ま
で
一
律
１
割
負

担
で
し
た
が
、
一
定
以
上
の
所
得
の
方
の

自
己
負
担
割
合
を
２
割
と
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

国
の
制
度
が
か
な
り
厳
し
い
状
況
の
中
、
で

き
る
だ
け
自
宅
で
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
支
援
す
る
方
も
さ
れ
る
方
も
助
け
合

う
と
い
う
気
持
ち
の
認
識
を
も
ち
な
が
ら
、
地

域
と
行
政
で
協
働
し
た
支
援
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

問問

問問

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
の
経

営
は

答答
常
勤
医
を
確
保
し
病
院
全
体
の
収
入
を

上
げ
て
人
件
費
割
合
を
減
ら
し
て
い
き

ま
す

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
う
市
の

対
応
は

答答
重
要
と
考
え
る
変
更
点
３
点
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一
般
質
問

生
中 

正
嗣 

議
員

一
般
質
問

福
岡 

正
康 

議
員

質問項目
●
安
全
安
心
日
本
一
を

め
ざ
し
て

●
地
域
振
興
（
公
共
施

設
最
適
化
と
の
関
連
）

質問項目
●
市
長
所
信
表
明
に
関

連
し
て

一
般
質
問

田
中 

　
覚 

議
員

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
市
政
運
営

●
入
札
や
契
約

校
区
再
編
の
年
度
当
初
か
ら
三
訪
小
学
校
が

複
式
に
な
る
の
は
、
計
画
変
更
に
よ
る
大
き
な

行
政
ミ
ス
と
思
い
ま
す
が
、
ご
所
見
を
お
伺
い

し
ま
す
。

当
初
は
複
式
で
な
い
推
計
で
あ
っ
た
が
、
少

な
い
学
年
の
児
童
が
た
ま
た
ま
転
校
し
た
も
の

で
あ
り
、
一
時
的
な
も
の
で
す
。
４
、
５
年
後

に
は
解
消
の
見
込
み
で
す
。

上
程
予
定
の
「
庁
舎
の
位
置
を
変
更
す
る
条

例
」
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
議
会
は
３
点
セ
ッ
ト

を
認
め
た
も
の
と
解
釈
し
ま
す
か
。

３
点
セ
ッ
ト
つ
ま
り
、
庁
舎
は
四
十
九
町
、

現
南
庁
舎
は
図
書
館
及
び
観
光
の
集
客
施
設
、

現
図
書
館
は
芭
蕉
記
念
館
と
い
う
計
画
は
、
市

民
の
負
担
が
最
も
少
な
い
ベ
ス
ト
の
計
画
で
あ

り
ま
す
が
、
今
回
の
条
例
は
あ
く
ま
で
庁
舎
の

位
置
を
決
め
る
も
の
で
す
。

安
全
・
安
心
に
住
め
る
町
に
す
る
に
は
、①
安

全
・
安
心
に
避
難
す
る
体
制
を
作
る
こ
と
②
昨

年
度
の
台
風
被
災
箇
所
を
早
期
に
復
旧
す
る
こ

と
③
毎
年
被
災
す
る
箇
所
の
抜
本
的
改
修
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
伊
賀
市
の
河
川
は
ほ
と

ん
ど
一
級
河
川
で
、
基
本
的
に
三
重
県
の
管
理

で
す
が
、
過
去
３
カ
年
の
河
川
改
修
の
事
業
費

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
河
川
の
改
修

に
も
十
分
予
算
が
付
く
よ
う
要
望
し
て
く
だ
さ

い
。次

に
今
回
の
台
風
で
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
災
害
対
策
本
部
か
ら
ど
の
よ
う

な
命
令
系
統
で
連
絡
さ
れ
た
か
検
証
し
て
く
だ

さ
い
。
た
と
え
ば
、
郡
部
で
は
、
支
所
長
と
消

防
分
署
長
と
の
指
揮
命
令
系
統
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。
消
防
分
署
長
の
権
限
を
明
確
に
し

て
く
だ
さ
い
。

消
防
署
、
消
防
団
は
地
域
を
巡
視
し
、
災
害

等
発
見
す
れ
ば
支
所
等
へ
連
絡
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
市
民

の
半
数
は
市
政
の
情
報
が
出
さ
れ
て
い
な
い
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
年
間
６
億
円
を
越

え
る
指
定
管
理
は
、
市
政
と
市
民
と
の
協
働
を

阻
害
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
市
の
指
定
管
理
者
制
度
は
、
行
政
効
率
の

向
上
や
経
費
節
減
な
ど
の
本
来
の
目
的
が
達
成

で
き
て
お
ら
ず
、
も
う
限
界
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

本
市
に
民
間
資
金
の
活
用
が
見
ら
れ
な
い
の

は
不
思
議
で
す
。
例
え
ば
、
建
物
を
建
設
す
る

経
費
よ
り
も
維
持
管
理
す
る
経
費
が
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
特
定
の
業
者
に
随
意
契
約
が

多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
長
い
目
で
見

た
と
き
に
最
適
な
方
法
を
議
論
す
る
こ
と
が
今

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問答答

問問

行
政
ミ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

一
時
的
な
も
の
で
す

問問答答
条
例
可
決
は
３
点
セ
ッ
ト
も
含
む
の
か

あ
く
ま
で
も
位
置
で
す

水
害
・
土
砂
災
害
・
地
震
等
の
災
害
に

対
し
て
安
全
・
安
心
に
住
め
る
町
に

答答
昨
年
度
の
伊
賀
市
管
内
の
河
川
改
修

費
は
、
三
重
県
予
算
の
３
割
で
す

問問答答
市
政
運
営
は
、
特
に
市
民
と
の
協
働

が
大
切
で
す

仕
組
み
だ
け
が
残
り
、機
能
し
て
い

ま
せ
ん

問問答答

※

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
り※

Ｓ
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
手
法

を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
す

今
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

※

Ｐ
Ｆ
Ｉ…

公
共
施
設
の
建
設
・
維
持
管
理
・
運
営
等
に

民
間
の
資
金
・
経
営
能
力
及
び
技
術
的
能
力

を
活
用
す
る
手
法

※

Ｓ
Ｐ
Ｃ（
特
別
目
的
会
社
）…

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
行
う
こ

と
の
み
を
目
的
と
し
て
設
立
す
る
会
社
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一
般
質
問

福
岡 

正
康 

議
員

質問項目
●
安
全
安
心
日
本
一
を

め
ざ
し
て

●
地
域
振
興
（
公
共
施

設
最
適
化
と
の
関
連
）

質問項目
●
市
長
所
信
表
明
に
関

連
し
て

一
般
質
問

田
中 

　
覚 

議
員

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
市
政
運
営

●
入
札
や
契
約

校
区
再
編
の
年
度
当
初
か
ら
三
訪
小
学
校
が

複
式
に
な
る
の
は
、
計
画
変
更
に
よ
る
大
き
な

行
政
ミ
ス
と
思
い
ま
す
が
、
ご
所
見
を
お
伺
い

し
ま
す
。

当
初
は
複
式
で
な
い
推
計
で
あ
っ
た
が
、
少

な
い
学
年
の
児
童
が
た
ま
た
ま
転
校
し
た
も
の

で
あ
り
、
一
時
的
な
も
の
で
す
。
４
、
５
年
後

に
は
解
消
の
見
込
み
で
す
。

上
程
予
定
の
「
庁
舎
の
位
置
を
変
更
す
る
条

例
」
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
議
会
は
３
点
セ
ッ
ト

を
認
め
た
も
の
と
解
釈
し
ま
す
か
。

３
点
セ
ッ
ト
つ
ま
り
、
庁
舎
は
四
十
九
町
、

現
南
庁
舎
は
図
書
館
及
び
観
光
の
集
客
施
設
、

現
図
書
館
は
芭
蕉
記
念
館
と
い
う
計
画
は
、
市

民
の
負
担
が
最
も
少
な
い
ベ
ス
ト
の
計
画
で
あ

り
ま
す
が
、
今
回
の
条
例
は
あ
く
ま
で
庁
舎
の

位
置
を
決
め
る
も
の
で
す
。

安
全
・
安
心
に
住
め
る
町
に
す
る
に
は
、①
安

全
・
安
心
に
避
難
す
る
体
制
を
作
る
こ
と
②
昨

年
度
の
台
風
被
災
箇
所
を
早
期
に
復
旧
す
る
こ

と
③
毎
年
被
災
す
る
箇
所
の
抜
本
的
改
修
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
伊
賀
市
の
河
川
は
ほ
と

ん
ど
一
級
河
川
で
、
基
本
的
に
三
重
県
の
管
理

で
す
が
、
過
去
３
カ
年
の
河
川
改
修
の
事
業
費

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
小
河
川
の
改
修

に
も
十
分
予
算
が
付
く
よ
う
要
望
し
て
く
だ
さ

い
。次

に
今
回
の
台
風
で
、
避
難
勧
告
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
災
害
対
策
本
部
か
ら
ど
の
よ
う

な
命
令
系
統
で
連
絡
さ
れ
た
か
検
証
し
て
く
だ

さ
い
。
た
と
え
ば
、
郡
部
で
は
、
支
所
長
と
消

防
分
署
長
と
の
指
揮
命
令
系
統
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。
消
防
分
署
長
の
権
限
を
明
確
に
し

て
く
だ
さ
い
。

消
防
署
、
消
防
団
は
地
域
を
巡
視
し
、
災
害

等
発
見
す
れ
ば
支
所
等
へ
連
絡
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
市
民

の
半
数
は
市
政
の
情
報
が
出
さ
れ
て
い
な
い
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
年
間
６
億
円
を
越

え
る
指
定
管
理
は
、
市
政
と
市
民
と
の
協
働
を

阻
害
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
市
の
指
定
管
理
者
制
度
は
、
行
政
効
率
の

向
上
や
経
費
節
減
な
ど
の
本
来
の
目
的
が
達
成

で
き
て
お
ら
ず
、
も
う
限
界
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

本
市
に
民
間
資
金
の
活
用
が
見
ら
れ
な
い
の

は
不
思
議
で
す
。
例
え
ば
、
建
物
を
建
設
す
る

経
費
よ
り
も
維
持
管
理
す
る
経
費
が
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
特
定
の
業
者
に
随
意
契
約
が

多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
長
い
目
で
見

た
と
き
に
最
適
な
方
法
を
議
論
す
る
こ
と
が
今

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問答答

問問

行
政
ミ
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

一
時
的
な
も
の
で
す

問問答答
条
例
可
決
は
３
点
セ
ッ
ト
も
含
む
の
か

あ
く
ま
で
も
位
置
で
す

水
害
・
土
砂
災
害
・
地
震
等
の
災
害
に

対
し
て
安
全
・
安
心
に
住
め
る
町
に

答答
昨
年
度
の
伊
賀
市
管
内
の
河
川
改
修

費
は
、
三
重
県
予
算
の
３
割
で
す

問問答答
市
政
運
営
は
、
特
に
市
民
と
の
協
働

が
大
切
で
す

仕
組
み
だ
け
が
残
り
、機
能
し
て
い

ま
せ
ん

問問答答

※

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
り※

Ｓ
Ｐ
Ｃ
な
ど
の
手
法

を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
す

今
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
す

※

Ｐ
Ｆ
Ｉ…

公
共
施
設
の
建
設
・
維
持
管
理
・
運
営
等
に

民
間
の
資
金
・
経
営
能
力
及
び
技
術
的
能
力

を
活
用
す
る
手
法

※

Ｓ
Ｐ
Ｃ（
特
別
目
的
会
社
）…

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
行
う
こ

と
の
み
を
目
的
と
し
て
設
立
す
る
会
社
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一
般
質
問

中
谷 

一
彦 

議
員

質問項目
●
庁
舎
整
備

●
温
泉
施
設
の
あ
り
方

●
行
財
政
改
革

一
般
質
問

嶋
岡 

壯
吉 

議
員

質問項目
●
人
口
減
少
問
題

●
災
害
防
止
と
間
伐
材

の
処
理
及
び
森
林
の

公
益
的
機
能
の
回
復

一
般
質
問

上
田 

宗
久 

議
員

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
自
然
災
害
と
危
機
管

理
体
制

●
庁
舎
整
備
計
画

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
市

庁
舎
は
国
・
県
と
の
情
報
の
橋
渡
し
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
果
た
す
後
方
支
援
防
災
拠
点
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
周
辺
整
備
を
県
に

要
望
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
す
か
。

県
沿
岸
部
が
津
波
被
害
を
受
け
た
場
合
、
伊

賀
市
は
重
要
な
後
方
支
援
地
域
と
な
り
、
有
事

の
際
に
は
自
衛
隊
や
警
察
、
消
防
な
ど
応
援
隊

が
伊
賀
市
を
経
由
し
て
、
沿
岸
部
へ
の
応
援
に

入
り
ま
す
。

平
成
25
年
に
は
、
県
が
旧
上
野
農
業
高
校
跡

地
に
、
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
ヘ
リ
ポ
ー
ト
や

救
援
物
資
の
一
時
保
管
場
所
等
の
整
備
を
行
っ

て
お
り
、伊
賀
市
は
現
在
「
し
ら
さ
ぎ
運
動
公
園
」

を
応
援
隊
の
野
営
地
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
と
も
に
国
・

県
の
財
政
的
支
援
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
物
資
の

輸
送
ル
ー
ト
の
他
に
、
医
療
面
に
お
け
る
支
援

拠
点
と
し
て
も
重
要
な
地
域
で
あ
り
ま
す
の
で
、

周
辺
整
備
も
含
め
て
し
っ
か
り
発
信
、
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

晩
婚
化
が
進
む
中
、
結
婚
・
出
産
し
た
い
人

の
希
望
が
か
な
う
社
会
環
境
整
備
が
急
務
で
す
。

男
性
を
含
め
た
20
代
、
30
代
前
半
の
収
入
の
安

定
化
及
び
重
点
的
な
支
援
が
、
人
口
減
少
の
進

ん
で
い
る
伊
賀
市
で
も
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
市
の
考
え
は
。

市
で
は
、
若
者
の
移
住
・
交
流
を
テ
ー
マ
と

し
た
施
策
な
ど
新
た
な
施
策
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

県
は
、四
十
九
町
へ
の
市
庁
舎
の
「
位
置
条
例
」

と
「
開
発
許
可
」
は
別
物
と
の
見
解
を
示
し
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
位
置
条
例
」
を
決
定
し
た

か
ら
と
言
っ
て
必
ず
し
も
知
事
か
ら
開
発
許
可

が
下
り
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
都
市
計
画
法
第

34
条
第
14
号
に
該
当
し
て
の
許
可
と
な
り
ま
す

が
、あ
く
ま
で
も
第
三
者
に
よ
る
「
開
発
審
査
会
」

の
議
を
経
て
の
結
果
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
用

地
取
得
の
た
め
に
は
、
土
地
収
用
法
の
事
業
認

定
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
他
人
名

義
で
開
発
許
可
が
下
り
て
い
な
い
農
地
に
「
位

置
条
例
」
を
提
案
す
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
可
決
後
も
、
す
べ
て
の
条
件
を
整
え
る
た

め
の
多
様
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ま

す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

こ
れ
ま
で
何
回
も
県
と
相
談
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
県
は
、
県
庁
舎
の
隣
接
地
へ
の
整
備
に

つ
い
て
、
他
の
市
街
化
区
域
へ
の
立
地
が
困
難

で
あ
る
と
い
う
理
由
及
び
伊
賀
市
が
線
引
き
か

否
か
の
土
地
利
用
管
理
手
法
の
検
討
に
入
っ
て

い
る
事
に
理
解
を
示
し
た
う
え
で
、「
開
発
審
査

会
」
で
の
取
り
扱
い
は
、
大
筋
で
可
能
で
あ
る

と
判
断
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

問問

問問

市
庁
舎
の
周
辺
整
備
は

答答
国
・
県
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す

社
会
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
市
の
考

え
は

問問
水
害
に
対
す
る
市
の
対
策
は

答答
新
た
な
施
策
の
検
討

答答
河
川
の
水
害
対
策
は
、
河
川
整
備
や
浚
渫

を
国
・
県
と
協
調
し
て
進
め
ま
す

問問
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
市
町
交
付
金

事
業
の
間
伐
材
へ
の
使
用
は
可
能
か

答答
基
本
的
に
は
不
可
で
す
が
、
県
へ
要

望
し
て
み
ま
す

問問
森
林
環
境
整
備
の
取
り
組
み
は

答答
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
い
進
め
て

い
き
ま
す

問問
「
位
置
条
例
」
と
「
開
発
許
可
」
と

の
関
係
は

答答
審
査
会
で
の
取
り
扱
い
は
可
能
と
理

解
し
て
い
ま
す

し
ゅ
ん
せ
つ
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一
般
質
問

安
本 

美
栄
子 

議
員

一
般
質
問

稲
森 

稔
尚 

議
員

質問項目
●
子
育
て
環
境
の
充
実

●
若
者
の
市
政
へ
の
参

画
●
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
待
遇
改
善

質問項目
●
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と

ま
ち
づ
く
り

●
公
共
施
設
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
観

光
政
策

●
公
営
住
宅
に
お
け
る
災

害
時
要
援
護
者
避
難

一
般
質
問

赤
堀 

久
実 

議
員

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
●
庁
舎
整
備
と
今
後
の
ま

ち
づ
く
り

ま
ち
な
か
の
空
き
家
の
有
効
活
用
は
、
賑
わ

い
創
出
や
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

た
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
実
態
調
査
や
利

活
用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
提
案
】
空
き
家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
、
ま
ち
な

か
保
健
室
等
に
利
用
で
き
る
「
ま
ち
づ
く
り
型

空
き
家
条
例
」
の
制
定
。

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
中
で
定
住
促
進

と
し
て
空
き
家
を
紹
介
す
る
し
く
み
と
し
て
株

式
会
社
ま
ち
づ
く
り
伊
賀
上
野
に
「
町
家
情
報

バ
ン
ク
制
度
」
が
あ
り
ま
す
が
中
身
が
詰
ま
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

市
街
地
の
３
つ
の
自
治
協
に
空
き
家
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
経
緯
は
あ
り
ま
す
が

数
値
化
し
て
い
な
く
、
借
り
手
は
あ
り
ま
す
が

紹
介
で
き
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
自
治
協
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
情
報

発
信
、
有
効
活
用
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

出
産
後
す
ぐ
の
母
親
は
、
精
神
的
に
も
、
身

体
的
に
も
不
安
定
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
産
婦

人
科
と
も
連
携
し
て
、
日
帰
り
や
宿
泊
で
支
援

が
受
け
ら
れ
る
「
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
産
後
す
ぐ
の
簡

単
な
家
事
援
助
を
行
う
「
子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
」
事
業
を
創
設
し
て
く
だ
さ
い
。

産
後
ケ
ア
の
拠
点
づ
く
り
は
、
県
内
で
も
進

め
ら
れ
て
お
り
実
施
に
向
け
て
検
討
・
調
整
し

て
い
き
ま
す
。
子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
創

設
は
、
ど
の
く
ら
い
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
調
査

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
賀
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
欠
か
せ

な
い
臨
時
職
員
の
、
責
任
に
見
合
っ
た
待
遇
改

善
を
求
め
ま
す
。

保
育
士
や
事
務
職
な
ど
で
臨
時
職
員
が
増
え

て
い
ま
す
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
も
行
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
処
遇
改
善
を
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。

認
知
症
の
高
齢
者
が
徘
徊
で
行
方
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
と
き
、
早
期
発
見
の
手
が
か
り
と

な
る
情
報
が
集
ま
る
し
く
み
と
し
て
徘
徊
Ｓ
Ｏ

Ｓ
メ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
家
族

が
ま
ず
警
察
に
届
出
を
し
、
行
政
に
も
年
齢
や

服
装
な
ど
の
特
徴
を
連
絡
し
ま
す
。
行
政
は
、

事
前
に
登
録
し
て
あ
る
個
人
や
事
業
所
に
徘
徊

者
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
、
発
見
さ
れ
れ

ば
警
察
、
ケ
ガ
を
し
て
い
れ
ば
消
防
署
へ
連
絡

す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
一
日
も
早
く
実
施
に
つ
な
げ

て
く
だ
さ
い
。

伊
賀
市
で
は
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
障
が
い

の
あ
る
方
や
児
童
に
も
広
げ
た
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
を
用
い
た
（
仮
称
）Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
年
度
内
に
実
施
し
た
い
と
考
え
、
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
救
急

メ
ー
ル
を
流
し
て
い
る
あ
ん
し
ん
・
防
災
ね
っ

と
に
安
心
見
守
り
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
整
備
し

て
、
徘
徊
者
等
の
情
報
を
配
信
し
加
入
者
か
ら

の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。

問問答答

問問

ま
ち
な
か
空
き
家
の
実
態
と
利
活
用
は

自
治
協
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
態
の

把
握
に
取
り
組
み
ま
す

子
ど
も
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
、
産
後

ケ
ア
の
充
実
を

問問
伊
賀
市
で
働
く
臨
時
職
員
の
待
遇
改

善
を

答答
産
後
ケ
ア
の
拠
点
づ
く
り
は
実
施
に

向
け
て
検
討
し
ま
す

答答
前
向
き
に
検
討
し
ま
す

問問答答
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
早
期
実
現
を

今
年
度
中
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
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一
般
質
問

安
本 

美
栄
子 

議
員

一
般
質
問

稲
森 

稔
尚 

議
員

質問項目
●
子
育
て
環
境
の
充
実

●
若
者
の
市
政
へ
の
参

画
●
臨
時
・
非
常
勤
職
員

の
待
遇
改
善

質問項目
●
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と

ま
ち
づ
く
り

●
公
共
施
設
の
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

●
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
観

光
政
策

●
公
営
住
宅
に
お
け
る
災

害
時
要
援
護
者
避
難

一
般
質
問

赤
堀 

久
実 

議
員

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

質問項目
●
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
●
庁
舎
整
備
と
今
後
の
ま

ち
づ
く
り

ま
ち
な
か
の
空
き
家
の
有
効
活
用
は
、
賑
わ

い
創
出
や
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

た
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
実
態
調
査
や
利

活
用
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
提
案
】
空
き
家
を
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や
、
ま
ち
な

か
保
健
室
等
に
利
用
で
き
る
「
ま
ち
づ
く
り
型

空
き
家
条
例
」
の
制
定
。

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
中
で
定
住
促
進

と
し
て
空
き
家
を
紹
介
す
る
し
く
み
と
し
て
株

式
会
社
ま
ち
づ
く
り
伊
賀
上
野
に
「
町
家
情
報

バ
ン
ク
制
度
」
が
あ
り
ま
す
が
中
身
が
詰
ま
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

市
街
地
の
３
つ
の
自
治
協
に
空
き
家
実
態
調

査
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
経
緯
は
あ
り
ま
す
が

数
値
化
し
て
い
な
く
、
借
り
手
は
あ
り
ま
す
が

紹
介
で
き
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
自
治
協
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
情
報

発
信
、
有
効
活
用
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

出
産
後
す
ぐ
の
母
親
は
、
精
神
的
に
も
、
身

体
的
に
も
不
安
定
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
産
婦

人
科
と
も
連
携
し
て
、
日
帰
り
や
宿
泊
で
支
援

が
受
け
ら
れ
る
「
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
産
後
す
ぐ
の
簡

単
な
家
事
援
助
を
行
う
「
子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
」
事
業
を
創
設
し
て
く
だ
さ
い
。

産
後
ケ
ア
の
拠
点
づ
く
り
は
、
県
内
で
も
進

め
ら
れ
て
お
り
実
施
に
向
け
て
検
討
・
調
整
し

て
い
き
ま
す
。
子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
創

設
は
、
ど
の
く
ら
い
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
調
査

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
賀
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
に
欠
か
せ

な
い
臨
時
職
員
の
、
責
任
に
見
合
っ
た
待
遇
改

善
を
求
め
ま
す
。

保
育
士
や
事
務
職
な
ど
で
臨
時
職
員
が
増
え

て
い
ま
す
。
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
も
行
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
処
遇
改
善
を
前
向
き
に
検
討
し

ま
す
。

認
知
症
の
高
齢
者
が
徘
徊
で
行
方
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
と
き
、
早
期
発
見
の
手
が
か
り
と

な
る
情
報
が
集
ま
る
し
く
み
と
し
て
徘
徊
Ｓ
Ｏ

Ｓ
メ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
家
族

が
ま
ず
警
察
に
届
出
を
し
、
行
政
に
も
年
齢
や

服
装
な
ど
の
特
徴
を
連
絡
し
ま
す
。
行
政
は
、

事
前
に
登
録
し
て
あ
る
個
人
や
事
業
所
に
徘
徊

者
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信
し
、
発
見
さ
れ
れ

ば
警
察
、
ケ
ガ
を
し
て
い
れ
ば
消
防
署
へ
連
絡

す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
一
日
も
早
く
実
施
に
つ
な
げ

て
く
だ
さ
い
。

伊
賀
市
で
は
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
障
が
い

の
あ
る
方
や
児
童
に
も
広
げ
た
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
を
用
い
た
（
仮
称
）Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
年
度
内
に
実
施
し
た
い
と
考
え
、
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
救
急

メ
ー
ル
を
流
し
て
い
る
あ
ん
し
ん
・
防
災
ね
っ

と
に
安
心
見
守
り
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
整
備
し

て
、
徘
徊
者
等
の
情
報
を
配
信
し
加
入
者
か
ら

の
情
報
を
求
め
て
い
ま
す
。

問問答答

問問

ま
ち
な
か
空
き
家
の
実
態
と
利
活
用
は

自
治
協
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
態
の

把
握
に
取
り
組
み
ま
す

子
ど
も
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
、
産
後

ケ
ア
の
充
実
を

問問
伊
賀
市
で
働
く
臨
時
職
員
の
待
遇
改

善
を

答答
産
後
ケ
ア
の
拠
点
づ
く
り
は
実
施
に

向
け
て
検
討
し
ま
す

答答
前
向
き
に
検
討
し
ま
す

問問答答
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
メ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
早
期
実
現
を

今
年
度
中
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
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一
般
質
問

百
上 

真
奈 

議
員

質問項目
●
庁
舎
整
備

●
湛
水
を
繰
り
返
す
上

野
遊
水
地

●
命
を
守
る
災
害
対
応

一
般
質
問

福
田 

香
織 

議
員

質問項目
●
道
路
整
備
と
防
災

●
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

く
り

●
庁
舎
整
備

一
般
質
問

木
津 

直
樹 

議
員

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

た
ん 

す
い

質問項目
●
分
煙
社
会

●
鳥
獣
害
対
策

●
伊
賀
市
交
通
計
画

●
学
校
教
育

台
風
11
号
に
よ
り
４
つ
の
遊
水
地
に
越
流
堤

を
越
え
て
水
が
入
り
ま
し
た
。
３
年
連
続
で
、

稲
刈
前
は
初
め
て
で
す
。
岩
倉
地
点
で
の
水
位

は
低
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
越
流
堤
を
越
え

た
の
は
越
流
堤
が
低
す
ぎ
る
か
ら
で
す
。
こ
れ

を
も
っ
と
高
く
、
長
く
す
れ
ば
、
川
の
流
れ
の

ピ
ー
ク
時
で
越
流
堤
を
越
え
、
水
位
の
上
昇
を

抑
え
る
と
い
う
遊
水
地
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
、

川
上
ダ
ム
の
完
成
を
待
た
な
く
て
も
河
道
改
修

が
で
き
ま
す
。
度
重
な
る
湛
水
で
農
家
は
農
作

物
被
害
と
ご
み
処
理
の
負
担
を
強
い
ら
れ
、
耕

作
が
続
け
ら
れ
る
の
か
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

毎
年
の
越
流
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
越
流
堤
の
改

良
と
河
道
改
修
を
国
に
求
め
て
く
だ
さ
い
。

越
流
堤
は
国
で
流
量
計
算
等
が
な
さ
れ
適
正

な
高
さ
と
長
さ
が
決
定
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い

ま
す
の
で
、
国
に
変
更
は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

河
川
の
浚
渫
は
引
き
続
き
国
に
求
め
ま
す
。

道
路
の
白
線
が
消
え
て
い
る
箇
所
が
多
く
、

と
て
も
危
な
い
と
の
声
を
聞
き
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
手
順
を
ふ
め
ば
対
応
し
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。

道
路
管
理
者
の
義
務
と
し
て
整
備
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
で
把
握

し
き
れ
て
い
な
い
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
伊
賀
市
は
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
条

例
化
に
む
け
て
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
お
も
ち

で
し
ょ
う
か
。

伊
賀
市
の
独
自
性
を
出
せ
る
よ
う
な
条
例
を

歯
科
医
師
会
と
協
議
調
整
中
で
す
。

庁
舎
が
四
十
九
町
に
移
転
し
た
場
合
の
上
野

支
所
の
場
所
・
業
務
内
容
・
人
員
配
置
が
全
く

示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
上
野
支
所
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
現
在
お
考
え
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ

さ
い
。

本
格
的
に
庁
内
で
ま
だ
検
討
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

た
ば
こ
は
嗜
好
品
な
の
で
、
周
り
に
迷
惑
を

か
け
ず
マ
ナ
ー
を
守
り
自
分
の
責
任
で
吸
い
、

自
分
の
判
断
で
や
め
る
の
が
本
来
で
あ
る
と
考

え
ま
す
が
、
公
共
施
設
や
敷
地
で
の
喫
煙
ル
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

健
康
増
進
法
第
25
条
の
「
受
動
喫
煙
の
防
止
」

に
留
意
し
な
が
ら
公
共
施
設
に
お
い
て
は
、
喫

煙
ル
ー
ム
や
エ
リ
ア
を
設
け
て
対
応
し
て
い
ま

す
。伊

賀
市
内
で
、
た
ば
こ
１
箱
（
４
３
０
円
）

を
買
う
と
１
０
５
円
24
銭
が
市
の
収
入
に
な
り

ま
す
が
、
毎
年
ど
れ
く
ら
い
の
市
た
ば
こ
税
が

あ
り
ま
す
か
。

税
収
は
、

平
成
24
年
度
は
、
６
億
５
９
７
４
万
８
８
８
４
円

平
成
25
年
度
は
、
７
億
３
１
７
３
万
２
５
９
７
円

で
す
。

市
民
の
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
様
々
な
事
業
に
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

し
ゅ
ん
せ
つ

問問

問問

上
野
遊
水
地
の
越
流
堤
は
低
す
ぎ
る

の
で
適
正
な
高
さ
に

答答
市
と
し
て
越
流
堤
は
適
正
に
工
事
が

な
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す

道
路
の
白
線
が
消
え
て
い
ま
す

問問
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

問問
上
野
支
所
の
あ
り
方

答答
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

答答
歯
科
医
師
会
と
協
議
調
整
中
で
す

答答
今
後
協
議
し
て
い
き
ま
す

問問
分
煙
社
会
へ
の
取
り
組
み
は

問問
た
ば
こ
の
税
収
は

答答
有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す

答答
喫
煙
場
所
を
設
け
て
い
ま
す

え
つ
り
ゅ
う
て
い
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一
般
質
問

市
川 

岳
人 

議
員

質問項目
●
子
育
て
支
援

●
学
校
教
育

一
般
質
問

森

　正
敏 

議
員

質問項目
●
防
災

●
ゴ
ミ
行
政

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問

平
成
27
年
４
月
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
が
施
行
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
伊
賀
市

も
子
育
て
支
援
を
よ
り
充
実
さ
せ
就
労
環
境
を

整
備
し
、
女
性
の
社
会
進
出
を
促
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
長
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

少
子
化
対
策
の
み
の
観
点
で
は
な
く
子
ど
も

の
幸
せ
と
い
う
観
点
か
ら
子
育
て
支
援
を
考
え

て
い
く
べ
き
で
す
。

子
ど
も
が
地
域
の
担
い
手
と
な
る
よ
う
、
し
っ

か
り
と
し
た
保
育
・
教
育
を
施
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
経
済
的
安
定
性
が
あ
る
職
場
を
与
え
ら

れ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
達
を
し
っ
か
り
と
未

来
に
向
け
て
教
育
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
、
女
性
の
社
会
進
出
も
重
要
で
す
か
ら
、

女
性
の
負
担
を
軽
く
す
る
視
点
で
保
育
・
子
育

て
支
援
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

伊
賀
市
議
会
で
は
、
昨
年
度
、
議
会
基
本
条

例
の
検
証
・
検
討
を
行
い
、
議
会
機
能
を
強
化

す
る
た
め
に
、
新
し
く
「
議
決
事
件
の
追
加
等
」

「
議
会
決
定
事
項
へ
の
対
応
等
」
を
条
文
に
追

加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
度
、
さ
ら
に
議
会
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
議
会
内
に
新
し

く
「
議
会
活
性
化
推
進
会
議
」
を
設
置
し
ま
し

た
。現

在
、
議
会
審
議
等
の
充
実
や
政
策
形
成
サ

イ
ク
ル
の
確
立
と
い
っ
た
取
り
組
む
べ
き
課
題

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

<

議
会
活
性
化
推
進
会
議
の
構
成
員>

【
議
長
】

　
田
山
宏
弥

【
副
議
長
】

　
前
田
孝
也

　
市
川
岳
人

　
田
中
　
覚

　
福
田
香
織

　
森
川
　
徹

　
中
谷
一
彦

　
安
本
美
栄
子

８
月
９
日
の
台
風
11
号
で
、
三
重
県
下
に
大

雨
特
別
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の

経
験
で
も
あ
り
、
県
下
の
自
治
体
間
で
そ
の
対

応
方
に
差
が
出
ま
し
た
。
四
日
市
市
や
鈴
鹿
市

は
全
住
民
に
避
難
指
示
を
出
し
ま
し
た
が
、
津

市
や
松
阪
市
は
地
域
に
よ
り
避
難
指
示
と
避
難

勧
告
を
使
い
分
け
、
伊
賀
市
は
避
難
勧
告
だ
け

で
し
た
。
大
雨
特
別
警
報
の
発
令
方
に
問
題
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
ご
所
見
を
伺
い
ま

す
。発

令
時
に
伊
賀
は
、
雨
が
小
康
状
態
で
し
た
。

雨
雲
の
様
子
等
を
熟
慮
し
、
市
全
域
に
避
難
指

示
・
避
難
勧
告
を
発
令
す
る
状
況
に
な
い
と
判

断
し
、
今
後
の
気
象
情
報
等
に
注
意
す
る
よ
う

市
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。
特
別
警
報
に
つ
い

て
は
、
三
重
県
で
も
実
態
に
即
し
た
地
域
別
の

発
令
と
、
自
治
体
へ
の
事
前
連
絡
を
要
望
す
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
運
用
の
改

正
を
望
む
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
特

別
警
報
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
自
分
の
身

を
守
る
こ
と
を
一
番
に
し
て
行
動
を
お
願
い
し

ま
す
。

問問
子
育
て
支
援
に
対
し
て
市
長
の
考
え
は

答答
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

問問
特
別
警
報
は
地
域
別
に
発
令
を

答答
実
態
に
即
し
た
改
正
を
要
望
し
ま
す

「
議
会
活
性
化
推
進
会
議
」

を
設
置
し
ま
し
た
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一
般
質
問

市
川 

岳
人 

議
員

質問項目
●
子
育
て
支
援

●
学
校
教
育

一
般
質
問

森

　正
敏 

議
員

質問項目
●
防
災

●
ゴ
ミ
行
政

本文は、質問者が執筆したものを掲載しています

一 般 質 問一 般 質 問
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れ
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市
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育
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援
を
よ
り
充
実
さ
せ
就
労
環
境
を
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社
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。
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れ
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す
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育
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援
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
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伊
賀
市
議
会
で
は
、
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度
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本
条
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検
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い
、
議
会
機
能
を
強
化

す
る
た
め
に
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新
し
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議
決
事
件
の
追
加
等
」

「
議
会
決
定
事
項
へ
の
対
応
等
」
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に
追

加
し
ま
し
た
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進
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し
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す
。
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　「
開
か
れ
た
議
会
」
を
め
ざ

し
、
伊
賀
市
議
会
で
は
、
市
民

に
対
し
積
極
的
に
情
報
を
発
信

し
、説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、

市
民
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、
委

員
会
で
審
査
の
経
過
等
を
説
明

す
る
出
前
講
座
に
出
向
し
て
い

ま
す
。

　
７
月
17
日
、
一
般
社
団
法
人

伊
賀
青
年
会
議
所
か
ら
の
要
請

で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に

よ
る
出
前
講
座
「
産
業
振
興
・
雇
用
対
策
・
中
心
市
街
地

活
性
化
に
つ
い
て
」
が
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
７
月
24
日
、
上
野

商
工
会
議
所
郷
土
産
業
部
会

か
ら
の
要
請
で
、
産
業
建
設

常
任
委
員
会
に
よ
る
出
前
講

座
「
地
場
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
」
が
ヒ
ル
ホ
テ
ル
サ
ン

ピ
ア
伊
賀
で
開
催
さ
れ
、
活

発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

　
広
報
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
７
月
29
日
、

30
日
に
、
長
野
県
安
曇
野
市
と
塩
尻
市
の
議
会
を
視
察
調

査
し
ま
し
た
。

　
安
曇
野
市
議
会
で
は
、
広
報
特
別
委
員
会
10
名
の
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
８
名
が
新
人
委
員
と
い
う
こ
と
で
、
議
会
だ

よ
り
の
編
集
力
向
上
の
た
め
、
他
市
へ
の
視
察
や
研
修
等

を
実
施
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
関
心
を
持
っ
て
読
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
改
革
を
実
施
し
て
お
り
、
毎
号
発
行
ご

と
に
紙
面
の
改
善
・
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
塩
尻
市
議
会
は
、
議
会

基
本
条
例
の
推
進
組
織
と

し
て
広
報
部
会
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
伊
賀
市
と
同

じ
７
名
の
議
員
が
広
報
誌

作
成
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
を
議
員
ご
と
で

は
な
く
テ
ー
マ
ご
と
に
分

類
し
、
一
つ
の
項
目
に
ど
の

議
員
が
ど
の
よ
う
な
質
問
を

し
、
回
答
を
得
た
の
か
わ
か

り
や
す
く
記
載
し
て
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
両
市
と
も
裏

表
紙
に
「
市
民
の
声
」
と
い

う
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
議
員

が
市
民
に
原
稿
作
成
を
依
頼
し
、
市
民
の
方
も
快
く
引
き

受
け
て
く
だ
さ
る
そ
う
で
、
市
民
が
顔
を
出
す
広
報
誌
に

な
っ
て
い
ま
す
。
伊
賀
市
議
会
で
は
、「
誰
に
で
も
わ
か
り

や
す
く
、
読
ん
で
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
の
視
察
調
査
を
参
考
に
、
よ
り
よ
い

議
会
広
報
誌
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
両
市
と
も
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
見
た
い
と
き
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
と
好
評
だ
と
聞
き
ま
し
た
。
伊
賀
市
に
お
い
て
も
、

広
く
情
報
を
公
開
す
る
た
め
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
を
導
入
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
８
月
８
日
に
、
一
般
社
団
法

人
伊
賀
上
野
観
光
協
会
か
ら
の

要
請
で
、観
光
戦
略
課
を
交
え
、

「
統
合
後
の
観
光
協
会
の
運
営

や
観
光
行
政
と
の
連
携
等
」
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
会
が
ヒ
ル

ホ
テ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
賀
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　「
食
」
を
利
用
し
た
観
光
客

誘
致
・
忍
者
と
芭
蕉
と
の
連
携

し
た
取
組
み
・
外
国
人
観
光
客

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・
市
民
一
丸
と
な
っ
た
観
光
客

受
け
入
れ
の
取
組
み
な
ど
の
提
案
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意

見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
の
活
動
報
告

議
会
の
活
動
報
告

議
会
の
活
動
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

出
前
講
座
を
開
催

広
報
委
員
会
視
察

安
曇
野
市
と
塩
尻
市
へ

観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

意
見
交
換
会
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年賀状の禁止について年賀状の禁止について年賀状の禁止について
議員の年賀状は、答礼を目的とした本人自筆のものを除き法律で禁止されています。
皆さんのご理解をお願いします。

議会のしくみ議会のしくみ議会のしくみ
皆さんに伊賀市議会への理解と関心を深めていただくために、市議会のしくみを紹介します。

◆定例会
定例会は、年４回（通常３月、６月、９月、12 月）に開
かれます。会期はそれぞれ、およそ 20日間です。

◆臨時会
臨時会は、必要なときに開かれます。

◆議会運営委員会
議会が円滑に運営できるよう、会議の進め方や、議長の諮
問などを協議するため、必要に応じて開かれます。

◆常任委員会
本会議に提出された議案や請願を詳しく専門的に審査する
ため、常設されています。
　　　●総務常任委員会　　　　
　　　●教育民生常任委員会
　　　●産業建設常任委員会
　　　●予算常任委員会　　　
　　　●決算常任委員会

◆特別委員会
必要に応じて、特定の事項を調査または審査するために設
置されます。

◆閉会中の活動
議会の閉会中も委員会による調査や政務活動のほか、各種
行事に参加して皆さんの要望を市政に反映させるための活
動をしています。

＜上程から議決まで＞
（開会）

（閉会）

●請願書、陳情書の提出方法
市民の皆さんのご意見やご要望を行政に反映させるひとつの方法として、請願書、陳情書を議会に提出する
ことができます。

本

　会

　議

委
員
会

本

　会

　議

請　願　書 陳　情　書請　願　書 陳　情　書

請願書には、請願の件名、趣旨、提出日及び請願者の
住所、氏名を記載の上、押印し、１名以上の紹介議員
の署名または記名押印を受けて、議会事務局に提出し
てください。請願書は、提出された後、その趣旨を委
員会や本会議で審議し、採択、不採択を決めます。そ
して採択された請願は関係行政庁などに送付し請願の
趣旨の実現を要請します。

陳情書は、原則として本会議での議題にはせず、写し
を全議員に配布し、その趣旨が伝えられます。陳情書
の場合は紹介議員の署名は必要ありません。

請願、陳情書は市の休日（土、日、祝日）を除いて、
午前 8時 30分から午後 5時 15分までの事務取扱時間
中、いつでも受付いたします。

議案の上程
↓

提案説明
↓
質　疑
↓

委員会付託
（それぞれ所管の委員会に議案の審査
を託す）

審　査

委員長報告
( 委員会での審査の結果を報告 )

↓
質　疑

（委員長報告に対し、不明な点を質問）

↓
討論

（議案に賛成、反対の意見を述べる）

↓
採決 ( 意思決定 )
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本会議に提出された議案や請願を詳しく専門的に審査する
ため、常設されています。
　　　●総務常任委員会　　　　
　　　●教育民生常任委員会
　　　●産業建設常任委員会
　　　●予算常任委員会　　　
　　　●決算常任委員会

◆特別委員会
必要に応じて、特定の事項を調査または審査するために設
置されます。

◆閉会中の活動
議会の閉会中も委員会による調査や政務活動のほか、各種
行事に参加して皆さんの要望を市政に反映させるための活
動をしています。

＜上程から議決まで＞
（開会）

（閉会）

●請願書、陳情書の提出方法
市民の皆さんのご意見やご要望を行政に反映させるひとつの方法として、請願書、陳情書を議会に提出する
ことができます。

本

　会

　議

委
員
会

本

　会

　議

請　願　書 陳　情　書請　願　書 陳　情　書

請願書には、請願の件名、趣旨、提出日及び請願者の
住所、氏名を記載の上、押印し、１名以上の紹介議員
の署名または記名押印を受けて、議会事務局に提出し
てください。請願書は、提出された後、その趣旨を委
員会や本会議で審議し、採択、不採択を決めます。そ
して採択された請願は関係行政庁などに送付し請願の
趣旨の実現を要請します。

陳情書は、原則として本会議での議題にはせず、写し
を全議員に配布し、その趣旨が伝えられます。陳情書
の場合は紹介議員の署名は必要ありません。

請願、陳情書は市の休日（土、日、祝日）を除いて、
午前 8時 30分から午後 5時 15分までの事務取扱時間
中、いつでも受付いたします。

議案の上程
↓

提案説明
↓
質　疑
↓

委員会付託
（それぞれ所管の委員会に議案の審査
を託す）

審　査

委員長報告
( 委員会での審査の結果を報告 )

↓
質　疑

（委員長報告に対し、不明な点を質問）

↓
討論

（議案に賛成、反対の意見を述べる）

↓
採決 ( 意思決定 )
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議会だよりに関するご意見をお寄せください。

（平成 26年 10月 20日現在）

※１班・５班は１月の議会報告会の開催予定がありません。

議会報告会は、市民の皆さんと議員が情報や意見を交換する機会とし
て実施しています。ここでいただいたご意見等は議長に報告し、市行政
に対する提言等で政策的なものは市長宛に報告しています。また、各地
区で開催された報告会の内容は市議会ホームページに掲載しています。
１月は下表の日程を予定していますので、皆様のご参加をお待ちして
います。なお、出席議員が変更する場合があります。

発行：伊賀市議会
編集：伊賀市議会広報委員会

 0595－22－9687 gikai@city.iga.lg.jp
 0595－24－7901 http://www.city.iga.lg.jp
TEL
FAX

E-mail
ホームページ

●手話通訳による傍聴を希望される方は、一
般質問初日の 3 日前までに市議会事務局
に申し出てください。（対象となる会議･･･
一般質問）
●議場傍聴席に「磁気誘導ループ」装置も設
置しております。
●車椅子での傍聴もできます。

議会の会議は、どなたでも傍聴することができます。
市民の皆さんが選んだ議員の活動や市政の動きを知る
ためにも、ぜひ、傍聴にお越しください。
本会議等の模様は、午前 10 時からケーブルテレビ
でも生中継しています。（再放送は午後７時から）

「伊賀市議会だより」の点字版・録音版を発行しています。
希望される場合は、お問合わせください。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

1月の議会報告会にお越しください1月の議会報告会にお越しください1月の議会報告会にお越しください

 

12月３日（水）本会議（開会、上程、提案説明）　
12月９日（火）本会議（一般質問）　
12月10日（水）本会議（一般質問）　
12月11日（木）本会議（一般質問）
12月12日（金）本会議（一般質問、議案質疑、付託）

12月15日（月）予算常任委員会
12月16日（火）予算･決算を除く各常任委員会
12月17日（水）予算･決算を除く各常任委員会
12月24日（水）本会議（委員長報告・質疑、討論、
　　　　　　　　　　　採決、閉会）

平成26年12月定例会日程（予定）平成26年12月定例会日程（予定）平成26年12月定例会日程（予定）

※定例会の日程は、変更になる場合もあります。

ご利用ください

班 議員名（◎班長） 地区名 開催日 時　間 場　　所
島ヶ原 1月17日(土) 19：00 島ヶ原会館「ふれあいホール」

2 ◎生中、市川、百上、前田
古山
花垣 1月15日(木) 19：00 花垣地区市民センター

3 ◎稲森、嶋岡、木津、岩田 河合 1月16日(金) 15：00 阿山保健福祉センター
桐ヶ丘 1月19日(月) 19：30 桐ヶ丘地区市民センター

三田 1月15日(木) 19：00
三田地区市民センター
（旧伊賀上野交流研修センター）

4 ◎上田、田中、田山、安本
鞆田 1月16日(金) 19：30 鞆田地区市民センター
上野南部 1月31日(土) 10：00 上野南部地区市民センター
丸柱

開催日未定

開催日未定6 ◎北出、福田、中井、森岡

【お詫びと訂正】
市議会だよりNO.38（平成26年8月1日発行）の９ページ、市川岳人議員の一般質問の質問項目欄
に一部印刷汚れにより文字の読み取りができないものがあり、ご迷惑をおかけしましたことをお
詫び申し上げます。　記載内容は　●土砂等の埋立てによる土壌汚染　●行財政改革　です。




